
第11回節足動物発生学談話会(鳳来山)

愛知県鳳来町，県民の森ロッジを会場として，近年lとなく， 21講演と37名の出席申込みがあり，

盛大な談話会になると，会の発展をよろ乙びlとしていたと乙ろ，社会事情が意外に厳しく，会の

予定日の 5月9自に至るも，全国交通ゼ、ネストが解決されず，ついに 7名のみの出席となった。

わざわざ北海道から飛行機，自動車等を駆使されてかけつけて下さった方や，東京からハイウェー

を通って参集して下さった 5名の方々には，聴講者が少なく申しわけない会となった。

9， 10日共天候は梅雨模様であったが静かな山あいの新緑を眺め，小鳥の鳴き声を聞きながら，

9日は時間制限なしで3題と予定外の「カブトガニの四億年」と題する16ミリ映画を上映した。

10日は午前中後記のような予定外の題目で話題提供と討論を行った。終始熱心な質疑応答であっ

た。

談話会を終って，鳳来寺山頂へドライブ，山の景色と寺社見学をして解散した。世話人の不手

際にも拘らず参集して下さった方々には淘に感謝に堪えない，と同時に交通ゼネストとは言え折

角の機会を逃された方々に探くお詫び申し上げます。
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県民の森ロッジ
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第 1 1 思議演要~

カブトガヱ内卵膜のイオン透過性および

闇卵液の漫透圧調節

杉田 博昭〈東京教育大学理学部動物学教室〉

関口 晃一(筑波大学生物科学系)

カブトガニ (Tachypleustridentatus) 

の座器官である lateralorganの機能として

粧発生中の囲卵液中の osmo-act i veな物質

の分泌が推測されている。又私達は第8回談

話会で額卵液中のヘモシアニンの分泌・再吸

収を lateralorganがおとなっている可能性

を報告した。

今回はまず内卵膜のイオン透過性について，

Na ・Cl.Caイオンの定量法を用いて調べ，

次に lateralorganと圏卵液内タンパク賓と

の関係(乙の中には osmo-activeな物質が

あると患われる)1ζついて讃同たむで報告する。

Na .Clイオンは共に希釈海水および濃い

海水中で飼うと，直ちにイオンは内卵膜内外

濃度差を小さくする方向に移動することがわ

かった。 Caイオンについても同様の傾向があ

るが顕著ではない。又題卵液は，どのような

濃度の海水で飼っていても，その浸透圧はそ

の時の外液よりわずかに大会い事がわかった。

とれらの ζ とから溜卵液の浸透圧は海水中の

イオンでなく囲卵液中の高分子により維持さ

れていると考えるo

次iと3EMから 4EMになる時，へそシアニ

ンが消失するが，とれが分解して膜外にでる

かどうかタンパク定量により謡べたところ，

膜外にアミノ酸が全く出ない事がわかった。

ζれよりヘモシアニンが再び体内に吸収され

ると患われるので，との再吸収と lateraI

organの関係を調べるべく，少量のへモシア

ニンを含む海水中に lateralorganを焼き殺

した座を入れて飼った。又ζ の少量の海水で

1儒 1倒の座を鈍う実験により各発生段階で

のタンパク質の分泌状態を調べた。その結果

は正常発生から予想されるものに近かったが，

対照となる正常経後 1穏 l鏑飼う方は必ずし

も良い結果を示さなかったので今後飼育条件

等をよく検討してゆきたいと思う。

第 11密議演要旨

アメリカ態カブトガニの発生

関口 晃一(筑波大学生物科学系)

アメリカ産カブトガニ Limulus 

Polyphemusの発生は，日本産カブトガ

ニ Tachypleu:s tridentatus に比べて，

その発生の速度に格段の差があるといわれて

いるので，まず需考の比較ぞ，そしてできれ

ばその差の生じる原因を明かにしたいとの動

機から，昨夏，アメリカ・デューク大学臨海実

験所iζ於"0僻究を行い，次のような結果樹等九

1) L. polyphemusと T.tridentatus 

を馬特に人工受精し，両者の郊を爵一条件下

で飼育したと乙ろ，発生の processはほぼ閉

じであったが，前者は大体後者の%の民数で

務化する ζ とがわかった。

2) L. polyphemusの発生lζ対する温度・

塩分濃度・郊の密度などの影響を謁べた結巣，

a) 30-350C cyclic， 250C constant 

却-250Ccyc1ic， 200C constantの各条件下で

は，高温で cyclicの温度条件の場合に癖化速

度が早し、。

b) 鶴湾海水の塩分濃度35%0，30露。， 25 

目。， 20目。の条件下では塩分濃度の低い方が癖

化速度が早い。

c) 筏 9c湿のガラスボウルIC150， 800， 

1800卵の密度で飼育した場合， 150卵の時

に極めて綴謁な発生がみられたが，卵数が多

いほど著るしい遅れを生じるのなどの ζ とが

わかった。

3) 2)b)で務北した第 1令幼生をきi続き夫

々d塩分濃度の海水で飼育して，第 2令まで

の尽数を調べたととろ，やはり塩分濃度の高

いものの方が第 1令の期聞が長びく O

品第2令，第 3令，第4令，第5令の期

鵠も大体10-208鰐で，務化した年の内に第

6令まで達する ζとがわかった。T.tridentatus

は翌年の 5sl墳でなければ第 2令にならない

から，幼生においてもしPoIyphemusの発育速

度は異常な早さであることがわかった。

以上の基礎はデータを利用する ζ とにより，

L.poIyphemusは今後いろいろな実験lζ利用

できる。
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第 11問講演要旨

バッタの神経康級総に於げる不等分裂

川村健弥(酪農学園大学生物学教室)

パ γ タの神経原細胞は膝の腹屈に偏在する

大形の細胞で腹側に capcell (c. c. ) ，背側

にganglioncell (g. c. )がそれぞれ総着し

ている。そして乙の細胞は正常に於いて不等

細胞分裂を行ない，分裂執は背腹軸にそって

一定していて，常に背1l1.lHζIJ¥形の g.c.を形成

する。乙の細胞の紡錘体は後期において c.c.

側から g.c.側に向って移動する。紡錘体の移

動本は大形の細胞程顕著で，母細胞の大小に

かかわらず，つくられる娘g.c.の体績はほぼ

一定である。縫々の顕微解部実験より，後期

の紡錘体の中央部分が分裂溝形成iζ重要な役

割ぞ演じ，後期の紡錘体の位置によって娘細

胞の詑泌tivevolumeが決定される考察が明ら

かとなり，他方，神経原細胞の分離実験によ

り， c. c.lま神経原細胞の綴性決定に欠く事の

出来ないものである事，及び、c.c.のF付着がな

くても trypsin様物質がその代理をつとめ，

不等分裂を全うさせる事，などが明らかとな

った。これらの結果にもとずさ，次の様な不

(話題提供)

等分裂に関する一連の機構を考えている。 RP
ちc.c.が星状体の発達告制御する物質を生産

し，それにより後期!c.c.c.側の星状体が顕著

に発達そ示し，星状体の asynchronousな発

達の為，紡錘{本はg.c.側l乙移動する。赤道部

分の線路表j欝は後期紡銭体のintξrzonal re時

gionζ由来する，ある物質(cleavage 

stimulus)に反応し，分裂溝形成能力を獲得

し，その表!替のカにより総題は不等分裂を行

なうと設う過程である。乙の考えを裏付ける

様な事実が電顕iとよりえられた。即ち，中Jtij

の神経原細胞のc.c.側の表震に電子忠之度の高

い物質が現われ，次にその部分の表層が凸凹

となり，後鶏のはじめに，その物質は消えは

じめ，それと同時に，その部分に穴があき，

c. c.との間に細胞間連絡が出来る。一方，後

期後半に掘路の赤道的近の表j漢に，前者と似

た電子密度の高い物質が現われ，時間の経過

と共にその物質は分裂溝部分iζ局限されて来

る。終Jtllでは外{日~の電子密度の高い麗と，そ

の約 2倍の厚さのある内側の震度子密度の低い

層には明らかに分裂較に直角の方向で，紡錘

体をとりまく繊維状の構造(contractile 

ring)が確認された。

中村光一郎:ツメナガウミグモ〈Propallenelon豆cep三)の初期発生について。

中村玲子ガン と 8CG

岩井川幸生:ウニ幼生の繊毛の再生について。

ION PERMEABILITY OF THE INNER EGG MEMBRANE OF THE HORSESHOE CRAB 

EMBRYO AND REGULATION OF THE OSMOTIC PRESSURE OF THE PERIVITELLINE 

FLUID 

H. SUGITA and K. SEKIGUCHI 

ON THE DEVELOPMENT OF THE AMERICAN HORSESHOE CRAB， LIMULUS POLYPHEMUS 

K. SEまIGUCHI

UNEQUAL DIVISION IN GRASSHOPPER NEUROBLAST 

K. KAWA滋URA
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第 12回講演要旨

質問湾におけるカブトガニの生態

土産 圭示〈笠間市カブトガニ保護センター)

1928年(昭 3)に笠岡市生江浜海岸がカ

ブトガニ繁殖地として天然記念物に国から指

定された杭これまでカブトガニは無益な}fi介者

として残酷に扱われてきた。

一方，平地に乏しい笠爵のj容は干拓の歴史

ぞ繰返してきたのである。その都度カブトガ

ニの資源鐘は激減し，海水の持染もひどくな

ってきている。乙うしたなかでカブトガ、ニの

よき耀解者として当笠岡では，松成鶴吉翁を

初め，西井弘之医博，浅野卯一郎氏などによ

り保護と研究がなされてきたのである。

1970年には，カブトガニを守る会〈西弁

弘之会長)ができ，翌71年には，カプトガニ

追加指定地告示にまでこぎつけ，その年には

市内 3中学校の、カブトガニ保護少年問、(現

夜 4中学校96名〉が結成されたのである。次

いでお年4月から，カブトガニ保護センター

の開館に伴い，来館者に対してカブトガ、ニの

保護思想、の普及と共1<::，人工的増殖に取組ん

でいる。

1. 笠間湾干拓による産卵・生息地消滅

1945年から75年までの30年間における笠

錦湾の変ぼう振りは尽に余るほどである。裕

次ぐこ子搭によってカブトガニの産卵地であっ

た砂浜と，生息地であった干潟が姿を消して

しまった。わずかに残された追加指定地があ

るとはいえ，種族保存上全く憂慮すべき事態

に見舞われているのである。

ちなみに， 75年夏に笠間市カブトガニ保護

少年間員によって実施された産卵調査の実態

を見るとき，辛うじて産卵を続ける干妬区域

内の産卵筒所は減ると共iζ，卵は死滅してい

るのである。新しい砂州が自然発生した天神

を除いては，いずこも浮詫が砂層をおおった

り，砂層が浅くなっており産卵の適性を欠い

できているのであるo

一方，干潟における幼生も減っており，波

打ちまわにうち寄せられていた脱皮殻も，

々減ってきているのであるo 誠に，将来展望

は培いといえる。 ζ のようなどか滅りの保護

対策として，数年前より東京教育大理学部下

回臨海実験所において島毎日教授によって人工

受精された卵・幼生10万四以上を，天神や夏

目の砂中に放流されているのである。

2. 海中汚染下のカプトガニの生態

@室長卵地底繋の腐蝕が郊の発生iと影響

干拓の進行iζ伴い，産卵地の砂震は浅くな

り，約 5cm底は黒変し，惑臭と有毒ガスが発

生し，線虫などの外部寄生虫が湧き，卵の発

生は止まり， 8月中には救出，移転を終らね

ばならないのである。

@幼生の肉賞iζ及ぼす影響

外から痘接i海水をとり入れている実験室の

飼育水槽内に餌背中の三葉虫型幼生から，6才

くらいの幼生の脱皮後しばらくして見られる

ことだが，初め脳付近が発赤し，次いで白っ

ぽくなり，しばらくすると内貿が濁辺部より

次第に溶けていく現象を見るのである。その

折，鰻書にはパクテリアが多量付事きしている

のである。

@実験飼育池の投入砂も一年で腐蝕

実験飼育池の改修工事で新しく投入した40

cm震の砂も 1年間iとして，浮泥が全面をおお

い，昨夏はとの池で盛んに産卵したが，今夏

の産卵は絶望視されるくらいである。

④カプトカ、、ニの血液採取後の生態lζ影響

昨夏は，大阪市立大医学部や，岡大医学部

より，約関西近くで 3620mLの採血がなされ，

中日匹が休絞中に死んでしまった。 また，

採取した血球の純度がすどく溶ちている ζ と

が岡大医学部の底師によって報ぜられている

のである。

@千拓内の水質汚染が生体iζ影響

昨夏は，カブトガニ保護少年団によって干

拓内の海岸から救出してくれたものだけでも

150匹もおり，地元民の手にかかったものを

会わすと 300匹以上も死骸となっている。今

後汚染は進む一方であるが， ζ の救出移転に

は腐心しているのである。
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第 12回 講 演 要旨

伊万里湾におけるカプトガニの生態

吉永源三郎(佐賀県立伊万里高等学校)

原田久美(

伊万里湾には「ハチガメ Jの名で親しまれ，

古くからカブトガニが生息する乙とが知られ

ていたが，昭和41年に多々良海岸にて卵が発

見されて以来，調査が重ねられた結果，湾内

全域で産卵している乙とが判明した。しかし，

47年より始まった造船会社の進出による湾内

一部の埋立によって，カブトガニの生息地，

産卵地が直接，あるいは間接的に影響を受け

てきている。

乙の事について演者らは 2つの面より継続

的な調査を試みてきている。即ちつは，

伊万里湾全域に於ける産卵場所の変化，及び

産卵個所数の変化で，もう 1つは湾内のある

特定の個所に於ける産卵密度の変化である。

南北におよそ15kmに延び、る伊万里湾は，肥

前町の台地を，福島・鷹島の 2つの島で湾口

が二重にふさがれて，風波が遮られており，

したがって，第 3紀層から成る海岸線は，殆

んど浸食を受けず，複雑な入江を形づくってい

る。特に湾の東側沿岸は浅く，河川や陸地か

ら直接流入する土砂・泥土が堆積して，数百

i-alとおよぶ干潟をつくっている。乙の湾の東

側海岸線および福島の東・南海岸線では各地

に産卵地が分布しているが，湾の西側の海岸

線(楠久一浦ノ崎土肥の浦)では十数kmの

聞にわずか数ケ所の産卵地が確認されている

にすぎず，福島の西海岸線(約10km)でも 2

カ所のみで， しかも産卵数はきわめて少い。

乙れは，東側にくらべ，西側は沿岸流lとによ

る浸食が進んでいることと，護岸工事や埋立

てが以前から行われているためと考えられる。

産卵地としては(1)，傑まじりの砂土，ある

いは粗砂の層がほぼlOcm以上堆積している乙

と， (2)，沿岸流が遮られている乙と， (3)，海

l乙面し干潟(幼生の生息場所)があること，

(4)，小潮時の低潮線より浅く，半日以上水面

から露出する砂層があること，等が条件とな

，り，粗砂の層が厚いところでは産卵も 2層に

5 

行われている。

今回産卵密度の調査地とした多々良海岸は，

周囲が干拓の為のコンクリート堤防で，砂だ

まりがすくなく，わずか 200m'の産卵適地の

ところにカブトガニが集中するため，産卵密

度が高くなっているものと考えられる。

多々良海岸は，学校から約3kmと近く，小

船が 5~6 隻係留できる程度の防波突堤の北

側Ic::.，潮流の関係でよどみとなって堆積され

た粗い砂があり，堀りおこすと，砂l乙混じっ

てカキ殻やビ、ニールなども出て来るが，沖に

向って干潮時には干潟となる砂泥が30mくら

い続いており， 1 ~ 5年生の幼生の生息地と

なっている。

カブトガニの産卵は 7 月下旬~8 月中旬の

大潮の時に集中して行われ，特I乙，夜の満潮

時が中心となる。

昭和50年 8 月 5 日 ~10日の調査では，多々良

海岸に来た対(つがい)数は大潮の 7日が最

も多く 22対で，次いで大潮翌日 8日の21対，

9日の13対， 10日の 7対となる。しかし，大

潮の 2日前の 5日は気温，水温とも産卵Iζ適

していたにも拘らず対のカブトガニも

やって来なかった。乙の一因として最高時の

潮位も考えられる。

産卵の密度は約 150rrtのと乙ろに 63カ所

あり， 49年の約 2.6倍に急増しており，異常

な増加ぷりである。乙れは，多々良海岸にお

ける産卵適地の減少による好適地への集中的

な増加と考えられる。

乙の傾向は多々良海岸のみならず，伊万里

湾の各所に見られるもので，埋立ての代償地

として，潮流の影響を受けないよどみに組い

砂磯を投入するなどの対策も必要であると思

われる。



第 12回講演要旨

日本産およびアメリア産カブトガニの囲卵液

タンパク質の電気泳動法および寒天板内免疫

反応法による比較

杉田 博昭(東京教育大学理学部動物学教室)

関口 晃一(筑波大学生物科学系)

日本産カブトガニ主笠亙豆eustridentat田

の囲卵液中には，アクリノレアミドゲノレ電気泳

動パターンからみて 3種の主なタンパク質@

-1タンパク質・ヘモシアニン・ B-2タン

ノfク質)とその他のタンパク質が存在する乙

とは既に第 8回節足動物発生学談話会(富士

• 1972年)で報告した。

今回アメリカ産カブトガニL皿ulus.2且工

phemusを用いて，その囲卵液の組成をアク

リJレアミドゲノレ電気泳動法で調べたところ次

のことがわかった。

1. B -1タンパク質-Tachypleusで，

採取された囲卵液すなわち 1EM (第 1回匪

脱皮)後からふ化するまでの囲卵液中lζ常に

存在する糖タンパク質 よりわずかに移動度

の大きいタンパク質が， Limulusの囲卵液中

IC. 1 EM後からふ化するまで存在した。

2. B -2タンパク質-Tachypleusで 4

EM後囲卵液中に分泌されるタンパク質ーよ

り少し移動度の小さいタンパク質が認められ，

乙れは 3EM後でも囲卵液中に存在したが4

EM後さらに分泌されていると思われた。

3. へモシアニン-Tachyplemで 2EM 

後に囲卵液中に分泌され，以後 4EM直前ま

で存在し， 4 EM後は囲卵液中から消失する

糖タンパク質ーは正常発生(約 2週間でふ化)

をしている Limulus距の囲卵液中Kは存在

しなかった。しかし多数の卵を高密度で飼う

と発生が遅れ不ぞろいになるが，そのような

匹では 3EM直後(受精後30日前後)の囲卵

液にのみヘモシアニンが認められる場合があ

った。

4. 上記以外の多数のタンパク質ノfンドが

アクリ Jレアミドゲ、ノレ中に認められたが， 4EM 

後の囲卵液ではそれらの濃度は低く， B':" 1 

およびB-2タンパク質に移動度の似た(上

記の)タンパク質が主な成分であった。

次lζ ，Tachypleus脹の囲卵液 (3EM後 7

日目のもの)1ζ対するウサギ抗血清を用い，

Limulus臨の囲卵液および卵抽出液内タンパ

ク質の抗原性と Tachypleus匪の囲卵液タン

パク質の抗原性とを比較したと乙ろ次のとと

がわかった。

8-1 

μ旦叫旦s盈割Q!型呈
Perivitelline Fluid (P F ) 
after 3 EM 

，画、、

i岩場?eggext陪ct)

precipitin line 
caused by B-' 

Li旦ulus匹の囲卵液中lζ存在する，Tachと

pleusのB-1タンパク質と移動度の似てい

るタンパク質は，抗τ'achypleu5囲卵液血清

(anti -PF)と反応し寒天板内で沈降線を

形成した。又乙のタンパク質は τ'achypleus
のB-1タンパク質と一部共通の抗原決定基

を持っている乙とがわかった(図参照一アク

リJレアミドゲノレ電気泳動ノfターンの模式図で

は， B -1タンパク質およびへモシアニン以

外のタンパク質ノインドは省略しである)。

さらに 3EM後の Limulus 卵抽出液と抗

Tachypleus 囲卵液抗血清との寒天内反応に

おいて，ヘモシアニンによる沈降線も形成さ

れる ζ とがわかった。(図参照)

以上のととから， Limulus睦の囲卵液中に

TachypleuSのB-1タンパク質に相当する

タンパク質が 1EM以後ふ化するまで存在す

ると結論した。又 Limulus睦のへモシアニン

はTachypleusJOSのへモシアニンと共通(一

部)の抗原決定基を持っととがわかった。

-6-



第 12回 講 演 要旨

カブトガニの内卵膜形成について 特に座外

域における形成過程

関口 晃一(筑波大学生物科学系)

牧岡 俊樹(筑波大学生物科学系)

佐藤 利明(都立上野高等学校)

カブトガニの成熟卵は 1枚の厚い卵殻(外

卵膜)に包まれているが，初期発生の聞にそ

の内側に別の卵膜，いわゆる内卵膜が形成さ

れるo さらに発生が進むと，囲卵液の増加に

よって卵は膨脹し，硬い外卵膜はその膨圧の

ために破れて脱落する O 以後は，柔軟な内卵

膜が二次卵の卵膜として臨を保護し続ける。

内卵膜の存在は古くから知られているが，

乙の膜の由来，構造あるいは機能についての

知見はごく少ない。最近，関口(1970)は，

完成後の内卵膜の表面構造と，卵の膨脹にと

もなうその変化を記述し，併せて乙の膜の生

物学的意義を論じた。一方，乙の膜の形成過

程については，すでに本会Kおいて概略の報

告がなされている(関口， 1967， 1969，1971， 

近藤・佐藤・関口， 1971)が，若干の未解決

の問題を残している O その 1つは乙の膜の内

部構造とその由来，今 1つは内卵膜分泌細胞

における分泌頼粒の確認である。今回は特に

匪外域での内卵膜形成過程において，乙れら

の点を光顕下および電顕下で観察した。

内卵膜は，その構造上の特徴から，内外の

2層に区別された。外層は内卵膜の外表面を

構成する電子密度の高い厚さ約o.2μmの層

で，一辺の長さ約14μmの平らな突出部と深

さ約10μmの陥入部との繰返しから成る一種

の折りたたまれた構造をもっている。乙の陥

入部が表面構造(関口， 1970)における、田

のあぜ、状の部分に，突出部が、あぜの内側

の陰影部、にそれぞれ相当する。内層は厚さ

約60μmで外層にすき間なく続いており，電

子密度は低く，その内側表面は平滑である。

内卵膜が内外両層ともに同じ胞脹細胞の分

泌物から作られる ζ とは，内卵膜出現前後の

胞匪細胞にみられる顕著な分泌像からほ Y明

った。分泌頼粒はきわめて微少(直径 0.1-

O. 4μm)で，内卵膜同様染色性が弱いため，

光顕下ではその形状を見ることが困難である

が，電顕下ではゴJレジ体に由来し，主として

細胞の頂部側に分布し，細胞膜を介してその

内容を放出する ζ とが認められた。

胞経細胞における分泌物合成活動はStage

8にはじまるが，以後Stage10までの約 4日

聞は細胞外への分泌物放出は見られず，その

結果細胞は大きくなり頂部方向へ伸長する(内

卵膜形成準備期)oStages11-12の約 3日聞は

細胞の容積がひき続き増しているが，細胞膜

を介して分泌頼粒の内容の放出が認められ，

細胞外には内卵膜外層の堆積が見られる(外

層形成期)。外層は伸長を続ける細胞の遊離表

面上にゆるやかに堆積し，電子密度の高い，

薄い層になる。また外層の折りたたまれた構

造は，伸長の極点における細胞の遊離表面の

形を鋳型として作られる O 続く Stages13-14

の約 4日聞は，分泌頼粒の放出がきわめて活

発化し，このため細胞の頂部側は急速に収縮

する。細胞の遊離表面は後退し，その外側に

内卵膜内層が急速に堆積する(内層形成期)。

内層の最終的な厚さは，細胞の収縮部分の高

さ(約10μm)よりも著しく大であるが，乙

れは放出された分泌物が，急速な堆積のため

にきわめて疎な結合状態をとるに至るととも

に，おそらく多量の水を含んで膨脹するもの

と考えられる。内層の平滑な内側表面は，内

卵膜が細胞層から離れる時期 (Stage16)の

細胞層表面の形を反映している o

内外両層形成時の分泌頼粒の形状には特別

な相違が認めらIれず，またその形成過程は連

続しているのマ，両層はおそらく同じ細胞の

同じ分泌頼粒に由来すると考えられる O 両層

の構造や電子密度の相違はむしろ両層堆積時

の環境の相違を反映しているように思われる

が，両層の堆積の機構あるいは両層の物理的

らかであるが，さらに細胞内の分i也、頼粒およ 化学的性質の比較については今後より詳細な

びその分泌過程の確認によって一層明白Kな 研究が必要である。

-7-



第 12 思議演嬰~

カブトガニ (Tachypleustridentatus) 

の血球における凝周遊自の分布

文夫(筑波大学生物科学研究科)

千葉 丈(国立予防衛生研究所)

関口 晃一(筑波大学生物科学系)

従来カブトガ、ニの血球は l種類しかないと

いう意見が主流ぞ占めて来た。したがって，

ζの血球の origin，functions 等の研究は系

統学的な観点から興味深い問題を多くもって

いるが，一方近年との血球蛋自には内毒素に

より活性化される血液凝盟系の存在が知られ，

ζ の濁からも血球の詳織な研究の必要に迫ら

れている。

私たちは，まず血球の typeを形態学的・

組織化学的に観察した絵果，従来の記載に一

致する大願粒と小頼粒とを含む血球と，他方

ζ れとは異なる新しい血球との 2簿類iζ分け

られることを観察した。 ζの新しいtypeの血

球は大頼粒のみ会合むが，その大頼粒は前者

の大頼粒とは形態学的・組織化学的に著しい

差が観察された。

一方，血液凝組系の昌子である凝題蛋白(c-

lottable protein，以後c.p.で表わす)が上

記2種の血球のうおどの typeIζ，どのよう

に分布しているかを蛍光抗体法で観察した。

第12閉談話会(笠間〕会記(その1)

調整用polyacrylamideelectrophoresisに

より c.p.を分離・精製して， trypsinで同定

した。精製された凝間最白 (purifiedc10tt司

able protein，以後p.c.p.)はSD S -poly時

acrylamide gel el ectropho詑 sIsで，単一な

bandであったので，とのp.c. pーを FCAと

感作する ζ とによりウサギ抗邸講を得た。 ζ

の坑血清は-Immunoelectrophoresis法及び

Ouchterlony法で検査した結果， c. p.IC対し

てmonospecificであった。そ乙で抗 rGIζ 

蛍光色素 (FITC)そ結合させ，一般的な

方法で蛍光抗体を作製し.1官王様法でパラフィ

ン切片を染め.c. p.の分布を観察した。

その給楽， と記2f還の typeのうち新たに

分類された血球内の毅絞が明糠に染まった。

他の typeの磁球の頼粒は染まらなかったが，

細胞質の部分に幾分反応する部分が認められ，

ζ の点については追試中である O

現在までの結果では.Tachypleus trident司

atus の血球にはc.p.を含むものと，含まな

いものが存在する乙と，およびc.p.1ま穎絞に

存在することが明らかになった。 c.p.を含ま

ない typeの血球の機能については不明であ

り，また ζ の2種類のIfn球の関係については

今後の研究が必要である。

開催地 鰐UJ県笠鰐市〈笠時市立カブトガニ保護センタ…〉

期日昭和51年 (1976)5月29臼〈土)~30日〈臼〉

百 麓 S丹288(金〉タ踏までに安藤・関口・吉倉・松出・矢島・近藤・ rt村光・中村長告・

松崎・富山・牧問。研藤・宍倉・都築の各氏笠間到着

現地の土屋氏および世話係芳賀を加えて諸掲示物，会計伝票などの諸準備を行う。

S月29B.(土)午前中，会場設営， '機器のセット，受付準備を済ます。昼すぎより続々

と参加者到着。定刻，講演に先立ち，関口教授の挨拶，笠岡のカブトガニ保護・研究の

推進者，西弁底1等，土麗主導手の紹介があった。

一殻講漬8題，特匁IJ講漬〈松田氏)の後， rカブトガニ 4椴年の謎jの16醐映写があり，

19 : 00より会食懇報会そ行なった。

S月30B(段〉早朝，璃模様にも拘らず，カブトガニ産卵地まで見学に出かけた。

9 : 00会の今後の運営につき相談(別項)の後，一般講演に入り，昼食をはdんで14

題の発表があり. 14: 00終了，解散した。

~8-



第 12回講演要旨

カブトガニの形態形成運動と SH-SS変換阻

害剤や CytochalasinBの影響

伊藤 富夫(東京教"tc，大学理学部動物学教室)

関口 晃一(筑波大学生物科学系)

問題点と実験方法

Iカブトガニの正常発生における形態形成

運動の過程の追求。

1)微速度映画撮影によって，匹各部の移動

を追求，解析した。

2彫態形成運動時を含め，その前後の発生

段階の組織像の変化を追求した。

立形態形成運動の人為的制御と形態形成運

動の阻害lζ基づく奇形形成の試み。

1)薬物類や低温などで処理して，その影響

をみた。

2)その時の発生過程・組織像の変化を調べ，

奇形形成との関連を追求した。

結果

1 1)著しい形態形成運動は，脹盤の完成期

よりはじまる。伍盤の周辺部が魅盤前方部へ

移動し，そ乙から後方、移動する動きが中心

であった。そのとき，正中線にそって 2つの

すじが形成される。

2)表層の細胞は，匪盤が出現したのちも，

小型化をつづけ，たて長l乙変形してい 4。そ

の変形は形態形成運動が顕著になると，特lと

脹域前方部で著しくなる。その部分では，表

層の細胞が下層へおち乙むのが観察された。

下層の細胞は，脹盤完成期までは，明らか

に表層の細胞より大きく，形態形成運動が，

始まると，小型化する。臨盤の中心部，のち

の匪域後端部には，表層の細胞より大きい細

胞の集塊がみられ，形態形成運動がおわるこ

ろ，目立たなくなる。

II 1)① SH-SS変換阻害剤やCytochala-

sin B ，低温処理によって，形態形成運動が

止められることが観察された。

② SH-SS変換阻害剤やCytochala-

sin B による処理によって，頭胸部第 3体節

を中心とした部位lζ欠損・減少がみられる体

節減少臨が生じた。低温処理では正常駐に，

colchicineなど SH-SS変換阻害剤やCyto・

chalasin B をのぞいた細胞分裂の阻害剤で

も，乙の奇形は生じなかった。

2) SH-SS変換の阻害剤などの処理で，

細胞聞が不規則に離れているのが観察された。

また，形態形成運動に伴なう種々の組織変化

は抑制されていたが，核小体の減少のみは進

行していた。

考察

①頭胸部第 3体節を中心に，体節が減少す

る理由は，形態形成運動が薬物処理によって，

不完全なまま終了し，運動の最後に移動して

くる第 3体節付近を成す部分が移動しないま

ま，体節が形成されることによると思われる。

②今回，明らかにされたカブトガニの形態

形成運動は，真正クモの典型的な形態形成運

動と多くの類似点が認められた。特に， Um-

kippenと呼ばれる形態形成運動をする乙と

が確かめられた。

③形態形成運動の面からは底域の前方域か

原口的であり，隆盤中心部のちの臨域の後端

部下の細胞塊は，環形動物などにおける端細

胞，のちの増殖域に似ている事が考察された。

-9一



第 12回講演要旨

カブトガニ Tae hypleus tridenta tusとアメ

リカカブトガニ Limul蹴 po主主性翌主主の脱

皮・成長の比較(1)

関口 晃一(筑波大学生物科学系)

アメリカカブトガニ Limuluspolyphemus 

の発生がカブトガニ τ'achypleustridentatus 

の発生に比べて著るしく速く，ほほ開条件で

の飼育で，受精から1緋化までの所要日数が後

者で47B IC対し，前者では22日であったとと

は既に報告した。

乙のような両種の経期の発生速度の比較に

続いて，幼主主期における成長速度の比較を試

みた。(表 1) 

資料は 1974年アメリカ iζ於て同時に

受精し，日本に持帰って現在継続飼育中の間

議の幼生と， 1972年受精し勝北したものを

現在まで鏑育している T.tridentatusの幼生

とに依った。体長の測定は脱皮殻を用いて行

ったが，開じ令期のものでは生体と脱皮殻と

の簡にほとんど差が認められなかった。

現在までに明かになった主な点は次のとお

りである。

1) L. polyphemuslま加℃の恒温槽で，ブラ

インシュリンプを餌として朗育した場合，勝

化した〈受精した〉その年のうちに10-20B 

の間爾で脱皮をくり返し，第6令まで達する 0

2) T. tridentatusは Dと同条件下では解化

した第 l令のままの状態を継続し，脱皮を行

わずに越年する。

3) L. polyphemusは第 2年自にさらに 4邸

の脱皮をくり返えし，秋までに第10令(体長

69皿皿)に達する(第2年目は餌として糸ミ

ミズ，ニワトリのレバーを用い，室担で自然

潟水に鏑育し，容器の底には砂を入れた〉

4) T. tridentatus は司と同条件で飼育した

場合， 3回の脱皮をして第 4令(体長22.伽盟。

に達した。つまりL.polyphemusは第2年目

の終りに於て， T. tridentatmの3侍強の体

長与をもつにいたっている。

5) 1972年以来鵠予ぎしている T.tridenta-

tusの幼生の成長からみると，第 l年目は脱

皮はせずに第 l令のまま越年，第2年目に 3

密脱皮をして第4令となり，第 3年自に 2函

脱皮をして第 6令IC，そして第4年自に I回

脱皮をして第7令(体長59阻)Iζ達する。

時 I1良識に成長したものでは，第 2年目の終

りの L.polyphemusの幼生は，T. tridentatus 

の第4年呂終りのものよりも大きい。

持一年の関における爵種の脱皮を行う時期

を比べてみると， L.polyphemusでは 4月下

旬から11月下旬にわたっているのに対し， T.

tridentatusでは5月下旬に始まり 10月下旬iζ

終っているo つまり前者の方が脱皮期聞が長

い。乙乙に成長速度の違いのお ζ る原因の l

つがあると思われる。

8 第 1年百におけるT.tridentatusとL.

Polyphemusの幼生の脱皮回数の相違は，両

者の穣としての本質的なちがいを示している

と思われる。

と
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第 12西講演嬰旨

オオコオイムシの卵場剥離

安藤 裕〈東京教育大学震学部菅平高原生物実験所〉

駐在が雄の背中iζ卵を産みつけるコオイムシ

の特巽な産卵習性と雄による卵の保護はよく

知られ，しばしば教科書にも紹介されている Q

それによると，維は卵が解化した後も，卵塊

を背負ったままでいることになっているらし

し、。

一昨年6丹，長野県辰野町で，卵塊を背負

ったオオコオイムシDiplonychu.smajorぞ採

集したので， 71<穫に入れておいたところ，間

もなく鮮化が始まり，金卵の解化が終ると，

暫くして卵塊は背中から剥がれて水底に沈ん

だJ。

卵の騨化と卵塊の脱務の関に因果関係があ

りそうに思えたので，まづ卵殻を調べてみた。

すると卵の後端部，すなわち，雄のelytral乙

接する部分1[，半月形号をした特別の構造があ

ることを知った。この種類の卵殻は白く，強

靭であるが，乙の半月域crescentregionは

茶色に見える。 ζ の部分は，卵殻が他の部分

と異なり，極度lと薄化し，あたかも，窓があ

いたかのように見え，光をよく透す。

コオイムシで卵塊の脱落現象が令幼虫

の際化に関連して起るらしいことは，苑卵を

多く含む卵塊が，柔IJ離しない事実からも，鎮

かれる。

以上のととから，コオイムシにおける卵塊

の毒事!離は，睦子の1lllJJ脚から分泌された癖化酵

素が，卵殻を脆弱にすると共に，半月域を還

って，雌の産卵管でつくられたであろう粘着

物質を変性させる乙とで生じるとの仮説が，

成立しそうだ。

このととはまた，コオイムシの!議する Be-

lostomatidaeのBelostomaf lumineum 

とRanatrafusca の盛子1C，焔入型の倶1]駒]

がよく発達することが知られ (Hussey，1926)，

さらに，バッタの l種の控目主型豆us生二
fferentialis の卵で，隆子の側脚から分泌さ

れた騨化酵素が，強靭な二次卵殻を溶かすと

とが，実験的lζ確かめられている(SL!FER 

1937)0 

コオイムシの卵塊剥離現象lζ，上記のよう

な側脚の機能が絡んだ特別なメカニズムが存

在するとすれば，乙の現象の追求は特に興味

深いものとなろう。

T. tl'identαtus A T. tr>ideηtαtus B L. poZyphemus 

Year 
Instars Total length Instars Total length Instars Total length 

(Hatch mm 
1972 out) 6.3 

I 

II 10.0 

1973 III 15.6 
IV 22.0 

3.7 
V 30.9 

out) 
II 品.5

1974 6.3 III 10.4 
VI 40.7 IV 13.8 

V 17.8 
VI 23.3 

VII I 53.7 10.0 
30.3 

VIII 39.5 
1975 ， III 15.邑

IX 53.1 
IV 22.0 

X 68.9 

す t 中 i 中
1976 

-11-



第 12回講演要旨

脂肪体の起原に関する細胞学的研究

佐藤 茂(東京農業大学見虫学研究室)

血球の起原を追求する目的で，先の談話会

において，カイコ (Bombyxmori L)の座

子の超微形態の知見を予報として報告いたし

ました。その中で，従来知られていた卵黄細

胞と異なった小型の卵黄細胞が存在する乙と

を指摘いたしました。今回は，乙の小型の卵

黄細胞が癖化24時間前頃から形態変化をお乙

し，他の細胞に分化する可能性が高いことを

観察いたしましたので報告いたします。

材料にはカイコ (Bombyxmo工~ L.)の一

品種である大卵を用いた。卵内容物を 2.5%

グルターJレアルデヒドおよびオスミウウ酸固

定液による二重固定を行ない，常法K従 って

エポン樹脂で封埋した。光学顕微鏡用の試料

は厚さ約 lμmの切片とし，アズールBで染

色した。電子顕微鏡用の試料は超薄切片とし，

酢酸ウランおよびクエン酸鉛の二重染色を行

なった。なお，卵黄頼粒の命名は Miyaet aI 

( 1972)に従った。

カイコの卵黄細胞において，乙れまで亀甲

状に分割している大型の卵黄細胞が認められ

ている。反転期24時間前において，演者は従

来認められていた大型の卵黄細胞の他に小型

の卵黄細胞が存在する乙とを認めた。両者の

卵黄細胞はその細胞，核および細胞内含有物

-12--

の大きさにおいて著しい違いが認められる。

しかしながら，その大きさ以外の相違は認め

られなかった。怪子の発育lζ伴って，中腸お

よび体腔が形成されると，大型の卵黄細胞は

中腸内に包含されるが，小型の卵黄細胞は体

腔中に残存する(図)。このような状態で癖化

24時間前まで存続する。解化24時間前になる

と，小型の卵黄細胞は遊離の状態のものの他

にいくつか集まっている状態のものが認めら

れるようになる。遊離の状態の小型の卵黄細

胞はとの細胞が出現した初期と恩われる反転

期24時間前のものと比較すると densebody 

および proteidyolk sphere b が多くなっ

ている。多数集まった状態の小型の卵黄細胞

は比較的核が大きく，その細胞質内はdense

bodyおよび proteidsphereは少なく，一

部脂肪頼粒の内容物が溶出して空胞化してい

るものもある。また，これらの細胞どおしの

接続がおこり，幼虫特有の脂肪体のように細

胞が連なり始めているものや，基底膜が認め

られるものもある。解化直後の脂肪体は， ζ

れらの小型の卵黄細胞の脂肪頼粒が空胞化し

たものとして観察される。

以上のことから，小型の卵黄細胞は少なく

共反転期24時間前より隆子期をとおして存在

し，およそ癖化24時間前より，幼虫期の脂肪

体へと形態変化を起乙し始め，府化直前には

幼虫の脂肪体となるものと考えられる。

YC:卵黄細胞 矢印:小型の卵黄細

胞

x， 180 



第 12回講演要滋

家蚕の発生学的研究 m 発生初期における紫外線照射の効果

小林芳弘(岩手大学幾学部応用践虫学教室〉

産下直後のカイコ卵に黒いマジックインク

ぞぬるととにより，成熟分裂期の核をUVか

ら保護して腹側方向から UV部分照射し，周

辺原形震に鰭害を与えると，経盤業期の複領IJ

の細胞に直接UV障害を与えたときと同じよ

うな縦裂座や縦にわれた半臨などの異常伍が

お現する乙とがすでに明らかになっている。

今回はカイコ卵iと対するUV透過性を調べ，

続いてUV照射により出現する異常卵と正常

発生卵の組織切片による観察そ行なった。

1. カJレノア液で固定した産下直後の卵殻は，

会照射UV線量の約1.8労を通す。また80-
900Cの熱湯で 1分間処現した卵の卵殻・卵黄

膜および局i君原形質からなる表層部を全照射

UV線量の約 0.75彰だけが透過できる。卵黄

部分の測定では， 10μの厚さで照射線量の約

5~が吸収され，残りの半分が内部へ透過す

る。

以上の乙とから，カイコ卵へのUV鶴警は

卵の極く表001ζ近い部分に対するじV作用の

結果もたらされる ζ とが明らかである。

2 正常発生郊では産下後12時間頃，分苦手j核

が卵表に到途し，その演後，核は卵表iζ平行

に分裂し，核仁が明瞭になる。やがて細胞膜

形成が完了し，騒帯形成へと発生が進むにつ

れて，細胞核のサイズは徐々に小さくなり，

数は増える傾向になる。

3. 成熟分裂販に腹側方向からUV照射を受

けた卵では，腹側部分の周辺原形質に入った

核は，侵入夜後分裂するが，その後分裂像は

見られず，、発生が進む』とつれて徐々に大きく

なり，細胞自体も体積安増す。その結果，腹

側部分ば他の部分よりも組砲数が少なくなる。

また核の体積の増加に伴って核仁も大きくな

る。大きくなった縮施関志の間かくがまいと

とから細胞聞の結合がゆるく，縦裂した脹が

でき易いものと思われる。

これに対してむVのあたらない部分の周辺

原形紫に侵入した按は，正常発生卵と関様に，

発生の経過に伴って小さくなり，数も多くな

る。経盤葉紹鱈鵠のすき間のほとんど認めら

れない， UV照射を受けなかった細胞のみが，

独自に集合して，縦裂した半匹ができる。こ

のように同一卵内でUV照射部位と非照射部

位の周辺原形質に侵入した核，および後lζ形

成される毘鰹葉縮胞の形態が翼なる乙とは，

同一卵内の性質の異った局却原形質によってを

分割核がそれぞれ別の影響を受ける乙とを示

すものである O

4. 臨盤葉初期にUV照射した卵においても，

やはり UV照射部分の締結核が発生の進行に

つれて大きくなり，細胞数は少なくなる。こ

れに対して同一卵のUV非照射部位の細胞核

は，正常発生郊と需様iと発生経過にしたがい，

余々に小さくなり，細胞数も多くなる。この

寺期におけるUV作用の標的は路盤葉細胞核

であることが報告されており，この時鶏の核

o1UV障害を受けた場合，核自体および細胞

ζ異常が出現するととが明らかになった。

5. 3と4の結果は， UV照射の時期が成熟

分裂期と底熔葉初期， UV作用の標的が周辺

宗形饗と盛盤葉線題核とそれぞれ奥なるにも

b功〉わらず，類似した核と細胞の異常が現わ

れ，発生が進むにつれて類似した縦裂臨や半

阪などの異常経が生じる ζ とを示すものと思

われる。

以上の ζ とから発生初期における分割核と

司辺原形質との相互の関係、について， 2・3

7)考察を行なった。

qa 



第 12回講演要旨

蚕座の休眠に伴う核小体及び rRNA合成能の変化

倉田 俊一(九州大学農学部蚕学教室)

坂口 文 吾 (

蚕は臨の聞に，休眠，脱休眠の時期をへて

発生を進めてゆく。休眠状態にある臨は，す

べての代謝反応が低下してタンパク質の合成

も低下している O と乙ろが脱休眠すると臨は

多くの代謝反応を再開し多量のタンパク合成

を行なう O そこで我々は，細胞内のタンパク

合成の場であるリボゾームの構成成分となる

rRNAの合成，及び rRNAの細胞内の合成

部位である核小体に注目し，蚕の休眠にとも

なう rRNA合成能と，核小体の形態変化を

調べた。

調べた時期は，休眠前，休眠中，低温 (4

匹の状態

核小体の大きさ

休眠前|休眠中|休眠が破れた時

中 | 小 |非常はきい

-5
0

C4か月)で休眠の破れた時，休眠が破

れた後発生が進んでいる状態，の 4つの点で

ある。

核小体の観察には，匹を生理食塩水でおし

つぶし位相差顕微鏡を用いた。

rRNA合成は，腔lζRNAの前駆体であ

るH3 -uを注射後 RNAを抽出して調べる。

抽出した RNAは 0.5%アガーロース 2%ア

クリ Jレアミドゲ、ルを用いて電気泳動後分画す

る。以上の結果を表にまとめると以下の様に

芯る。

休眠が破れた後発生が進んでいる時

中

rRNA合成能
非常に IrRNAの高分子
ゆだし、|前駆体の合成が
孟ニニ土Lよ|犬きい

rRNA の高分子前駆体の合成が

18 S 28 S!l:比べ下がってくる

以上の事より，蚕は低温による休眠打破

iとともない核小体が大きくなり rRNAの

合成が開始することが分った。この事は休

第12回談話会(笠岡)会記(その 2) 

参加者 (ABC順)

安藤 裕 東高京原教生育物大実学験理所学部付属菅平

後 閑 暢 夫 東京農業大学見虫学研究室

芳賀和夫 筑波大学生物科学系

原田久美 佐賀県立伊万里高等学校

日高敏隆 京都大学理学部動物学教室

伊 藤富夫 東室京教育大学理学部動物学教

岩井川幸生 名古屋大学教養部生物学教室

北野日出男 京都大学理学部動物学教室

小林芳弘 岩手大学農学部応用見虫学教
室

-14-

眠が破れた後発生が進むに当り多量のタンパ

ク合成が必要な事を考えるとたいへん理にか

なっている。

近藤昭夫 東邦大学理学部生物学教室

倉田俊一 九州大学農学部蚕学教室

牧岡俊樹 筑波大学下回臨海実験セン
ター

松田隆一 カナ設ダ農務省中央実験農場研
究施

松崎守夫 福島大学教育学部生物学教室

宮慶一郎 岩室手大学農学部応用見虫学教

宮川幸三 学習院中等部

森 秀雄 大阪教育大学生物学教室
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カイコ療における清食管，マルピギ管の発生返還の篭接的観察

!潔 E喜一郎(椅子大学農学部応用問虫学教室)

カイコ匪の器官形成の電磁的研究の l部と

して季消食管および?ルピギ管における徴糠

構造の変化を追求した。供試材料には泰嶺×

鐙月の休眠卵を思い，産下108後に 5't ，100 

お間冷蔵して休眠を覚援させ，その後250

Cで

俄脅し，顎部・胸部IC付属校突起宅金生ずる

期 CSt.17)から催予雪期 (St.29)まで観察

した。

St. 17では前焔入，後陥入が形成され，前

総入の腹部には中腸隊基細胞と食滋下体原蒸

納砲の築留が傘後続入の底部には中鱗療養細

胞の集団と 3対のマルピギ管療薬が認められ

るo St. 17のや麗漂基騒龍は多数のグザコゲ

ン頼粒および2泊費滴の存在する誌い部域を有

する点で，また食道下体涼慈縮胞はそれ以外

に顕著な粗面小胞体ぞ有する点で特徴的であ

る。

中腸原基細胞は増殖しながら腸畿中臨葉に

沿ってそれぞれ後方および前方に移動し，長

転期iと達するまでに(頑胸分節期， St. 20) 

l対の 1)ボン状構造そ作るが， ζ の関iζ綴緯

内のグザコゲン穎粒は著しく減少して粒にな

った部域内には若干の大型の空騒を生ず、る。

ζのような構造は反転顛 CSt.21)，反転完了

難 (St.22)，毛癌形成期 (St.23)を逮じて

中脇被膜が腸援中距葉から生じた筋肉組織に

踏まれて完全な管が形成されるまで維持され

るo

St令部では前騒，後爆の末端部に近い管盟

内iと多数の電子密度の高い多角形頼絞(結晶

絡予のrtは約80A)が認められるが，間様の

殺は開時期の真実の外鰐にも形成されるa

-15-

剛毛発生期(St‘24)では真皮細胞は外表E誌

を分泌し始めるが，前怒，後援においても内

療の外層形成が見られ，結臨内iとは粧富小路

体が発達する。 中競でほとの時緊に丹務総組，

盃状細胞の分化が主主じ，前者では核が中央部

に，後者では議!良部泣くに位置する。また小

形で空胞の存在しない細胞が上記細胞の基底

部に介在するが， ζれらは新生細胞となるも

のと思われる O

気管螺旋系形成期 (St.25)では前腸，後

援の内務タト澄形成が諮TL，中援の逐状縮揺

では徴繊毛を有する益騒が出現する。更にき芝

捷Fすに関心丹状頼粒が語種総躍共に形成され

ることが特徴的であるが， X線微量分析の総

果， pとMgが検出された。これらは務化ま

での聞に再び消失する。

点育期 CSt.26-27)の初めに魅は葉草案と

残余の卵黄を飲み込むが，前，後腸では厚い

内撲内績が分泌され，盃状綿躍の査龍の徴鱗

毛中lとミトコンドリアが侵入し始める。催予奪

題 (St.28-29)には丹笥綿砲でも管控祭，tllと

多数の徴織毛が形成ぢれ，管控舟の脂質は主

として丹鍔翻E訟により段ち込まれるものと

われる。

マルピギ、管は発育と共に伸長し，徴繊毛，

微小管，ゴJレヂ体が後腸の細胞に比して顕著

であり，点育郎から徽綿毛へのミトコンドリ

アの侵入が見られるo 催育期lζ初めて排植物

と思われる電子密度の高い物質を含む空胞や

紡錘形中空頼粒が出現するが，その成分に醸

しては未検討である。
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オオカマキリの卵形成についてーミトコンドリアの数と形の変化一

大木 健市(名古屋大学教養部生物学教室)

岩井川i幸生 11 ) 

オオカマキリの卵形成の様式を微細構造的

に検討しミトコンドリアについて若干の知見

を得た。成熟固体から摘出した小卵巣をGA

.US で二重固定後アルコールで脱水.Epon 

8121ζ包埋，薄切後ウラニJレ・鉛の二重染色

を実施し. J EM-T8 (60KV)で観察した。

多くの動物で配偶子形成中ミト コンドリア

の数が急激に増加することおよび細胞の特定

の場所に集団をつくって存在する乙とは広く

知られていることである。オオカマキリでは

ミト コンドリアは前卵黄形成期の卵母細胞に

すでに分散して見られるが，その数は少なく

小型で棒状あるいは球型を呈す。

一方，卵黄形成期の卵母細胞ではミトコン

ドリアはその数を増し，大きさ・形も大きく

変化し，主に細胞周辺部および核の周囲K集

中している。細胞周辺部に見られるものは表

層下 1μmのと乙ろに幅およそ 3μm-4μm

の帯状となって卵母細胞全体をとりかこんで

いる。その形は球状・棒状・三ツ矢状などい

ろいろであり，かっクリスティのよく発達し

たものあるいはほとんど見られないか非常に

貧弱はものなどがあるほか，理由は不明だが

外膜の大きく膨潤したものも含まれる。核の

周辺にあるミトコンドリアのなかには，核膜

の20nmのと乙ろまで近接しているものもし

ばしば見られる(下図 M ミ卜コンドリア，

NE 核膜)。時には核膜孔を通して細胞質中

に送られた核産生物をとりか乙んでいる像も

見られる。まれに 8μm-10μm長(巾 :0.5

μm)に達する非常に長いミ卜コンドリアが

出現する。さらに形成途上の脂肪粒および卵

黄頼粒の周囲にも多数のミトコンドリアが存

在する。

多くの連続した電子顕微鏡像から，乙れら

の三次元的な構造の組みたてを試みたと乙ろ，

凹凸が多く，復雑にいりくみ多数の枝葉をも

ったミト コンドリアが再現された。個々の切

片像からは卵形成が進行するにつれ，その数

が増加するように見えるが，実際には凹凸に

富んだ大型化しつつあるミト コンドリアのー

断面を観察しているのではなかろうかと推察

される。

以上の観察および推察から，ミトコンドリ

アにお乙る変化は卵形成に際し，卵黄前駆物

質の吸収・合成現場への移送および頼粒構造

の構築，あるいは紋内でのrRNA， mRNAな

どの諸物質の合成反応などの急激に進行する

細胞の生理的な機能の形態的反映を示してい

るとみなすととができょう。

no 
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ヒゲナガカワトピケラ怪子のX-glandと成5訟の奇妙な細胞について

宮川 幸三(学習院中等科)

らかの分泌機能をもっ腺ではないかと考えら

れたのでとれを X-glandと仮称しておいた。

乙れは瞬化後 1齢幼虫の胸脚にもひ念継き存

在するが，細胞全体から見で退行しつつある

ように見受けられた。童話では痕跡的であった。

2. 奇妙な細胞

成虫の緩鴇，第8• 9 J腹筋の体腔内iと精子

状の頭部と属部から成る細胞が大集塊を成し

て入っているのが最愛媛とも試供個体会てで観

察された。 ζ の時との細胞の尾部は頭部iζ渦

巻き状iζ聞く巻き付いているが，摘出してJ]<

k授すと直線状にのびる。説部は妄構丹体で

長d16μm，先端κ冠状構造をつけており，

細胞体はその中にある。尾部は帯状で長く，

長d560μmlζ達する O

との奇妙な細胞はトビケラ自身のものなの

かそれとも寄生体なのか。ぞとで， (1)ヒゲナ

ガカワトビケラ体内での起開， (2)地域差の有

無， (3)1湿のトビケラでの存否を追求しつつあ

るが，現在次のような結果を得ている。

(1) 埼玉県の都幾川手高麗川産の踊・幼虫で

検した所，締では主主虫同様IC.腹端に存在し，

成熟幼虫では全身の体腔lζ散在していること

が長おられ， 2・3齢幼虫ではとの鱈殺の彩成

過穏を示すと思われる各時期の細胞が同時に

観察された。長も若い時期の細胞はバナナ形

で陵部は未だ形成されていない。 1齢幼虫と

臨子lζはバナナ形細胞は観察されない。

出岩手県，埼玉県，妓阜県， I渇山県で得ら

れたヒゲナガカワトビケラ試供個体では 100

必見付かっているが，北海滋震の幼虫からは

今の所その存在が否定的である?!

(3) 同じ科に属するチャパネヒゲナガカワト

どケラ Parastenopsyche sauteri Iともとの

奇妙な細胞が同様K存在する ζ とが知られた。

しかし，再認呂の5jJjの科iζ属する Hydropsy-

che sp成虫からは観察されなかった。
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ヒゲナガカワトピ、ケラの佐子と成虫からそ

れぞれ特異な形態をもった腺と細胞が発見さ

れたのでそれらについて述べる O

1. X -gland 

臨子反転ととともに胸l闘の筋形成が進行する

が，この頃，全ての胸脚の腿・震関節iζ21箆

の巨大な核告もったヘチマj診の syncytium

が出現する。乙れがX-glandの!原基である。

乙の時期には細胞震が myoblastのものと区

別し難いが，体壁から遊離している乙とと核

が非常に大きいことから区間できるo 発生の

進行とともに!京基は大きさを増し，成熟佐に

なるとへチ?形の syncytiumの長さは 100

μmを越し，核の直径は20-25μmlC達する

が，やはり他の組織との癒着はみられず，腿

筋末端の寵肉にひっかかった状態で見出され

るO 光学顕微鏡での観察によると，細胞内lと

は多数の vacuoleがあり. 2錨の核の濁りを

jレ…プ状iζ走る管が形成されている。乙の管

の細胞外への関口は見付からなかった。以上

の所見からこのへチ?彩の syncytiumは荷

-17-
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ウヅキコモリグモの草野巣控にみられた多核揮について

吉倉 真(熊本大学班学部)

近藤照義〈庁 // ) 

ウヅネコモリグモは九州では春秋2間主主要F

する。室主要旨後クモは卵嚢を糸状につけて1$F1@

するo もし産卵後一両日中に卵農を除去すれ

ば，卒きは 2週間金で湾び産卵する。その場

合卵数は初聞のものよりも一般にすくなく，

務化率もやや落ちる。

演者らは誌上の郊i量産卵詫進現象を締党中，

2鑓体において，卵巣牒iζ残穏していた卵が

多核である ζ と与を発晃じた。 1携は 1975年

4月27日lζ産卵したものの，どうした ζ とか

毅がその郊を食べてしまった。そのためか5

月2日に再び産卵準備ぞ始めた。卵嚢製作中

の産卵直前のクヰ去をとり，アルコール・ブア

ン液で関定。イ也の 1鰐は間年10舟 381ζ窓邦

したものを10月128K関上液で悶定。染色に

はいずれもヘマトキシリン・エオシン液ぞm
いfこO

春の{濁体には残留卵が311濁あった〈第 l密)0

ysの直径平均約 662μ。核は非常に多く，直

径10μ以上のもの名卵に平均 125.40鐙あっ

た。核の大きさは種々であったが，最大のも

のは甚後約21μ。有糸分裂中のものもあり，

それらには，多くの場合染色体の罷分に異常

が認められた。板体は多くの卵1<.::2倒，卵表

近くに認められ，その箆径約16Lるであったが，

乙れは正常卵のものとほぼ関大である。

秋の個体には残留卵が11偲あった。卵の蔽

径は平均して約 588μo該は非常に多く，

径10μ以上のもの各卵iζ平均 152.64僻あっ

た。綾の大きさは緩々であったが，最大のも

のは護径約21μ。有糸分裂は多くの場合異常

を示していた。多くのÿßIと極体を 2~鐙. ，~Îß表

近くに認めずこのその大きさは春の領体のもの

と同じであった。

なお卵巣には排卵せずに退化した卵が，春

の個体には19個，秋の個体には26個あった。

排卵後引き続いて産出されず，卵巣践にな

お穏まっていた卵が何故多核になったか，そ

の原閣についてはよくわからない。考えられ

るととの一つは多様子受精の結果かとも患わ

れるo コモリグモはiE常発生においては単精

子受精であるが，残苦言し，それがかなりの回

数となったので過熱となり，その時精子が多

数進入して多絞となったのかも知れぬ。しか

し卵が退熟になった時，精子が受精義から邦

一巣控へどうしてさかのぼってきたのか P それ

については全く知るところがない。

第四回談話会(笠岡)会記(その 3)

参揺者 04ページよりつづく)

長島考行 東京農業大学昆虫学研究窓 坂本明弘 東邦大学理学部生物学教室

中村光一部 東京都立器立高等学技 住藤 蔑 東京農業大学昆虫学研究室

中村玲子 閤立予防衛生研究所 関口晃一 筑波大学生物科学系

大木鍵市 名古麗大学教義部生物学教室 議罷五部 熊本大学理学部生物学教室

周囲益吉 筑波大学生物科学系 宍食文夫 筑波大学生物科学研党科

奥埜良{言 大騒教育大学生物学教室 杉留 f零時 東京教育大学理学部動物学教
室

三枝議行 京都大学理学部動物学教室

内
X
U
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遠心処理による蜘昧初期膝の構造変化とその回復について(予報)

近藤昭夫(東邦大学理学部生物学教室)

中林和彦(

発生初期に遠心処理をほど乙した蜘妹匪を

材料にして分化中心の解析が試みられてから

(関口 1957，EH N 1962など)年月日は流

れたが，遠心処理が座(卵)の内部構造にど

のような変化をもたらしたかについてはあま

り多くは知られていない。乙とに微細構造の

変化については全く研究されていない。演者

らは，乙の空白をうめるべく 1974年iζ実験

・観察を予備的に行い，本年更に部分的に観

察を行ったので，あわせて紹介すると共に課

題として提供したい。

材料は，モリコモリグモ Xerolycosane-

旦旦alis，オオノ¥エ卜リグモ盟主起皇室a旦ι
旦竺i，ゴミグモ臼且堕 octotuberculata，

ナガコガネグモ Argiopebrueanichii，ジョ

ロウグモ Nephilac1avata (以上 1974年)，

オオヒメグモ Theridiontepidariolum，カ

レハヒメグモ Enoplognathatransversifo-

veata (以上 1976年)の主として胞匹。

遠心は 1000-3000 rpm ， 10-30分間，

一部の卵についてはあらかじめケント紙に貼

付けてから遠心し，あるいは遠心してからホ

ロースライドに貼付けて観察した。観察iとは

流動パラフィンを使用，光顕切片標本作成の

ための固定剤は FAAとグルタノレア lレデヒド。

電顕レベルでの観察は計画の中に入ってはい

第12回談話会(笠岡)会記(その 4)

参加者 08ページよりつづく)
高岡 実 愛知学院大学生物学教室

武井隆三 信州大学繊維学部繊維農学科

田 中 利 治 京都大学理学部動物学教室

谷本さとみ 東邦大学理学部生物学教室

土屋圭示 笠岡市立カブトガニ保護セン
タ

都築 功 筑波大学生物科学研究科

矢島英雄 茨城大学理学部生物学教室

るが，まだ行っていない。

観察結果と検討を要する点:

l 遠心処理により，胞腔細胞層は遠心側で

破れ，細胞は求心側へ移動し，卵黄塊は露

出した。卵黄頼粒が遠心方向にそって配列

するととがあった。

2. 遠心力と遠心時間の増加は脹の死亡率を

高めた。

3. 遠心処理は細胞の形態に変化を与えた

(扇平→球形)

4. 求心側に生ずる細胞匪は，第 l次肥厚と

は異なり，中央lζ核のある丸みを帯びた細

胞の乱雑な集合体であった。

5 遠心時および遠心後，囲卵液の中で座(卵)

が自由に回転する可能性はほとんど考えら

れない。

6. 求心側に出来た細胞塊が原状に戻る(も

しくは未処理の場合のあるべき状態に戻る

?)という回復現象がしばしば見られた。

7. 回復の原因のひとつとして，細胞のひず

みの回復が考えられる。

8 遠心時および回復期の細胞一卵黄頼粒の

関係は新たな注目をひいた。

9. 遠心条件は同じであっても(回転数，時

間，発生段階)種によって影響の受け方に

相違が見られた。

山崎柄根 埼室玉大学教育学部生物学研究

梁瀬 健 大阪教育大学生物学教室

保田淑郎 大阪府立大学農学部昆虫学教
室

吉倉 真 熊本大学理学部生物学教室

吉永源一郎 佐賀県立伊万里高等学校
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第 12思議演要旨

ユスリカ(c hironomu8 83様。e糊 I8)の纏細胞形成および再進入におよiます紫外線の影響

矢島英雄(茨城大学理学部生物学教室)

ユスリカ (Chironomuss呂moensis

Edwars)の極細胞形成中に紫外線照射 (40

erg乱/雌/sec，lO九90つすると，極細胞は形

成され，多くのもので更κI闘の細胞分裂が

見られるが，処理臨の大半のもので，その桜

細胞が核移動期少し前に崩壊してしまう。乙

の細胞崩壊を起す脹は照射線蚤の増加に伴な

って増す(2400 ergs/酬で60-70%の出現

率を示す。)。乙のような臨から騨化した幼虫

には生殖巣形成は認められない。

乙のuv 効果は照射後長波長の光で卵を

照射する乙とに依り減少する。すなわち光回

復現象が認められる O 併しながら，光回復処

理lと依り組担崩壊をまぬがれた極細臨は多く

の処理賑でそれら細賠のJffi内への再進入が担

iとされる。このような紫外線照射による極細

胞の再進入阻止は極細胞完成後の処躍でも認

められるが，との場合は後の細胞嵐壊はお ζ

らない点で，細胞形成JtlJの処理と結果が異な

るO 今回の実験から極細胞崩壊κ関係する紫

外線の様的と再進入阻止に結びつく標的とは

異なる ζ と。四極細胞から八極細胞JtlJへ向う

細胞内変化lζ結びつく前過程 例えばそれに

関係する諸前駆物質の形成といったーが極細

胞形成中にあるととが考えられる O

第四回談話会(笠岡)会記(その 6) 

談話会の運営についてのアンケート結果

1. 節足動物発生学談話会は

O 談話会のままでよい0 ・.....…..，・H ・.15

O学会に組織化するのが良い0 ・…….. 4 

2. 談話会の事務簡は

G 居定しておく必要があるO …...・H ・..10 

O 今まで通り持ちまわりで良い。…… 9 

3. 会費は

O 年会費をきめて集める。...・ H ・H ・H ・.. 5 

O大会参加費で鶴う。..~.・ H・-……… 13

4 大会開催地は

G 全国各地持ちまわりとする。……… 14

O なるべく東京周辺にする。………一 4 

5. 会員は

O積機的にふやす0 ・H ・H ・-…...・ H ・.... 8 

O あまりひろげない方が良い。...・H ・..10 

6‘ 講演要旨集は

O活版で毎回印刷する。……………… 6 

O活版で数年分まとめて印刷する。… 10

0軽印刷でも毎回出す。………....・ H ・. 4 

O印刷の必要なし0 ・H ・H ・-一…………一 O 

7. 会誌・会報は

O会記・ニュースなど年 1-2回発行 10

O会員の業績紹介在度のものを年 1-2団

発行 . . ~ . . . . . .……....・H ・...・H ・-… 3 

Oオリジナル論文を登載できる雑誌をつく

る………...・ H ・H ・H ・......・ H ・....… 2

O必要なし ……...・H ・..………… υ 3 

8. 談話会に必要なスタッフ

O大会世話人むみ …H ・H ・-……… 10 

O会長 H ・H ・...……………...・ H ・-… 6 

0会計幹事 ……....・H ・-…………・ 6 

O庶務幹事 ………...・H ・...・H ・-… 5 

O評議員 ...・H ・-…・・..............・ H ・ 2 

ζ のアンケートを参考にして，ほぼ今まで通

りの形態で進んでいくことになった。なお，

講演要旨の印刷については更に検当する乙と

になった。

A
U
 

円

L



第 12回講演要旨

アオムシコマユパチの Calyxflui dに関する研究

ーとくに Enc a psula tion-inhibiting fac tor句)との関連についてー

北野日出男(京都大学理学部動物学教室)

中辻憲夫 ( /1 11 

昆虫類の体内に産卵された寄生蜂卵がどの

ような手段によって寄主の血球による生体防

衛反応(Cellular Encapsulation， CE)を

免かれているのか，いまだにその解答はえら

れていない。

現在，ハチ卵の CEI乙対する抵抗性は，①

Active resistance，② P assive resistance 

(Protective coating)の二つの考え方によ

って説明されている。

演者は従来の研究から①の立場をとるもの

であるが，近年②の立場をとる SALT and 

ROTHERAM (' 73) はVenturiacanescens 

宇の calyxcell核内で形成される calyx

particles (径約 130nm )が産下卵表面に存

在し，寄主血球の卵への接着を妨げているこ

とを報告している。また VINSON and S-

c 0 TT (' 74)は Cardiochiles nigriceps 

♀の calyxfluid (約65X 130 nmのcalyx

particles を含む)が寄主の発育制御と CE

発現阻止に関与している可能性を示唆し，寄

生成功にはたす Calyxfluid の重要性を指

摘している O 北野・中辻('75)は，アオムシ

コマユパチの oviducts内に径 190-200nm 

の頼粒(CP)が含まれることを観察し，乙の

cp は oviduct内の calyxcell核内で形成

される乙とを明らかにした。

今回は， 1・被寄生寄主体内での cpのゆ

くえ， Il.産下卵の未寄生寄主への移植実験，

ill.寄主体内への calyxfluidとSephadexG 

-25粒子の同時注入実験などを行ない， calyx 

fuid (Cf)または CPのCE阻止作用に関す

る検討を行なったので報告する。

方法: 略

結果:

I 産卵直後の卵表には CPは存在せず，大

部分の CPは寄主組織表面の基底膜上に付着

していることが観察された。

E 産卵直後の卵を無菌的にとりだし，滅菌

Ringer 内で洗浄後，未寄生寄主iζ移植した

ととろ，大部分の卵 (73%)は脹子発生を完

了しえた。

E 未寄生寄主体内iと注入された Sephadex

G-25粒子は，かならず寄生の CEを被る。

Cfとともに注入された Sephadex粒子もCE

を被る ζ とがわかった。

考察および結論:

以上の観察および実験から，アオムシコマ

ユパチの Cfまたは CPILは，卵を CEから

守るはたらきのないととが示唆された。

従来の実験結果をあわせ考えた場合，今回

の結果は，アオムシコマユパチの卵期におけ

る Encapsulation-InhibitingF actor(s)は

卵表を覆う“ protectivecoating"や産卵時

に注入される calyxfluidのようなものでは

なく，卵自体の代謝産物であろうとする考え

方の傍証となろう。
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第 12@]講演婆旨

ツメナガウミグモ(propallene longieeps. )の初期発生

中村光一郎(都立国立高等学校〉

ツメナガウミグその発生の概略については

すでに第 7回(水戸) ，第8回(朝霧高原)

の本会で発表したが，今回特iζ第一卵得jより

厚手化までの初期発生を外部彩態の観察に毘定

標本および切片の観察当会加えて符った。

水温25
0

Cで飼育した場合，第一卵割は産卵

後 6-10時間でおこる。この卵訴は全容jで昆

つ不等割であるので，ニ細胞期は大割球と小

害j球の二つの害j球よりなる。大割球は卵が卵

塊に付着する柄の側にできる。ある卵では産

卵後 1時間どろに，将来の大都球1l!U!ζ極体ら

しいものが観察された。

第一卵割以後の卵寄jは約 2時間に 1回の割

でおこり，各部球はほぼ二分される。卵害4の

初期では放は各害j球のほぼ中央lと存在するが，

64細胞期ごろより卵内の多くの核は表面近く

に位霊するようになるo 要書の中央の卵黄内iと

とりのとこされた核は，細胞の隔壁のない多核

体を形成するようである。

卵表蕗の核iま次第に卵の表面に沿って分裂

し，砲臨細胞層が完成する。乙の時期の卵は

外部から形態的変化を知るととは困難で，切

片にしてはじめて発生が進行していることが

わかる。

第四回談話会(笠岡)会記(その7)

国際集会について

発生が進むにつれて，卵黄内の核も数与を増

し，次第に表面に移動し，卵中央の卵黄内に

は核が見当らなくなる o 卵表面の一部，卵の

柄の領.uでは縮躍が厚くなり，盛盤を形成し，

やがてこの部分より細胞が卵黄のなかに落ち

ζんできて，口議を形成する。また腹側でも

総抱が集まり， MORGAN (1891)の所謂

ventral organとなる。乙の時期の腔はスミ

ス液で固定すると厚くなった座般の部分，口

遂，神経節などが見えるようになるο 口道の

両側には鉄肢の燦基ができ，鉄肢は勝イヒまで

に完成される。 ζの他の付属肢としては，体

の後方左右に第 1，第2歩行肢の原義が形成

されるが，プロトニンフォン幼生にみられる

2対の幼生器官の付属肢は形成されない。な

お神経節は解化までに 4対形成される。

喜界害jの滋程を通じて卵部控は形成されず，

卵の中央は卵黄で満たされている。

二細胞期に生ずる大割球は全ての卵で，卵

が卵塊;ζ付議している柄の舗にでき，また路

盤や駐の頭部も大苦手j球の位置に形成さFれる乙

とから，匪の頭尾軸はほぼ柄の方向と一致し，

第一卵舗は将来の頭尾輸に対して垂主主な聞で

越ると考えられる。

本談話会をより国轄約なものにするため，海外からの参加者を加えての罷探小集会を 1977年

に開く乙とを目標に準備をすすめることになった。開催時期は，国際発生生物学会議の前後とし

同会議への出席者にも呼び掛ける乙とも考え，最低 2-3人の海外の研究者の出席を見込んで更

に検討することにした。

次臨む開催地について

交通ゼネストのため，極めて出席者のすくなかった第11回の開催地「思来山j若しくはその近傍

で第13回の談話会を行う乙との提案があり，第11固に引き続いて名大・教養・生物の大木健市民

にお世話願う乙とになったO

第12居世話人

土屋圭示(笠岡市立カブトガニ保護センター)，芳賀 和夫(筑波大学生物科学系)

牧岡 俊樹〈筑波大学下回臨海実験センター)
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第 12思議主主要旨

特集なシャコ複眼の構造とその機能

梁瀬 健(大阪教育大学生物学教室)

奥埜良信(

森 秀雄 (

シャコの篠眼は長楕円形で，中央部の帯状

のくびれにより，前方および後方複絞にわけ

られているo 乙の隅壁は，二重のメラニン色

素j替の爵に 2持の偲綬売ぞ含むrtのある構造

である。各個眼は 7'::1の網膜細胞と閉鎖型の

感捧より構成される。感梓を講成するmlcro-

villi は網膜細胞1， 2，5，6由来の小感

拝からなる腐と， 3， 4， 7忠来の小感捧と

が交互に直角 lζ積み重なり，甲殻類特有の縞

模様を示すが，その数は数十にも遼する。縄

膜細胞中にはメラニン色素群のほか，長dlO

-20μ ，巾 5/.Lの不規郎な針状結晶が多数認

められる。針状結晶は基底膜下方の神経j欝に

も多数存在する。 ζれら針状結晶鮮は各個眼

を隔てる一機の反射層となるのではないかと

考えられる。

シャコ複般の摺緩群の長軸方向iと垂直に微

小雲監極を刺入し，角膜をi還して光刺激を与え

る。紹睦タト誘導では，刺激iζ対し電極領.IJ魚の

方向lと2-3mVの活動霊首位が得られるo 級

第12密談話会〈笠関〉会記〈その 5)

参加者(オブザーパー)

西弁弘之 カブトガニを守る会会長

浅野甘喜夫 笠岡東中学校

松本信JI境 笠略語中学校

藤井正信 金浦中学校

宇野郁子 大島中学校

猪原理三郎 笠岡病院

井上義人 井原高等学校

中村泰武 11 

土 岐嘉允 矢掛高等学校

胞内への微小電極の刺入lとより，静止電位は

約40mV負方向へ変動する。この時，結路内

誘導によって得られる活動電位は，静止電位

のおち乙み分を overshootするほどの鋭分極

性のものである。また，活動電位発生時κ膜

挺誌は減少する。

細胞内電位を示襟としてスペクトル掃引法

により単一鰻摸結路のスペクトル応答越線を

描かせると，短波長側K感度のあるものと，

長波長側に感度のあるものとが得られた。と

れら与を等エネルギ…単色光で刺激したものと

して補正すると，550nm付近と紫外部に?キ

シマムのあるものとが得られる。

係光刺激iと対する細胞内電位の大きさは，

いず、れも90
0

おきに極大から極小へと濁期的

lζ変化し，偏光分析能力のあることが示され

る。

シャコ複眼の特異な構造は興味のあるもの

であるが，その各部における機能の差i主主義一

網膜細胞の活動電位の上からは知る乙とがで

きなかった。

譜71< 卓ー 矢掛高等学校

井上正道 金光学園高等学校

藤原邦正 H 

西山峻繭 笠岡商業高等学校

佐藤正樹 笠開高等学校

角主主 啓作 λF 

告別脇 -擢 鴨方高等学校

作田雅利 λY 

下回 実 矢掛高等学校
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第 12桟講演要旨

ベンケイガエ類の揖oea放出リズム

三枝 議行(京都大学理学部動物学教室〉

月の満ち欠けに暗伴して生起する海産生物

の生殖現象については，普から膨大な資料が

蓄積されているが，まだその機携については

十分に明らかにされたわけではない。最近容

こうした lunarperiodicityは潮汐周期と白

濁揺の複合された形での周期現象であるので

はないかという考え方が提出されてきている

が，主marあるいは semi-Iunarperiodicity 

の中κ潮汐リズム(又は潮汐成分)と日周期

リズム(又は臼周期成分)の両者の存在を証

拠づけた研究はまだない。

ペンケイガニ繋〈アクテガニ Sesamahaem-

atocheir，べンケイガニ S.intermedia， ク

ロベンケイ S.dehaani )のゾエア放出iとも
semi働 lunarperiodicityが見られる ζ とが

立誌から知られている。 ζの翠象にいかなる

因子が関係しているか与を明らかにするため子

伊豆半島南端の川で，海から1.5同ほど上流

のJ!l岸を調査場所K灘ぴ. )11岸の幅 5mほど

の範躍で，夕方かち夜中まで壌中電燈をつけ

て， JilIζゾヱアを放出した偲体数を 5分間痛

で数えた。

その結果，新見や満月の日，その 3-4臼

諮，及ひやその 1-28後ではE設後 1特語ほ

どの簡にJII岸に待機しているすべての個体が

集中的にゾヱアを放出する。すなわち， ζの

期間のゾエア放出は、臼周期リズム、を呈す

る。しかしながら，新見，満足の 2-3日後，

満潮時刻あるいは丹の出又は入りの時刻がB

没時期と一致する犠から，急iζゾヱア放出の

-24-

時間帯が広がり出し，ゾエアの放出は散発的

に行なわれるようになって，満?朝時鶏あるい

は月のお又は，入りの時却に商議して夜遅く

なっていく。 ζ の時間i主、潮汐リズム、号去最

し，個体数も減少する。半月の墳は，岩陰か

らカニが時々出てきてはゾエアを放出する。

そのためゾ、二五ア放出の持器鋒は 4-5時間に

もまぶ。しかもその怨体数は極めて少ない。

半月を過ぎ，満潮時刻が真夜中I乙来るように

なると，もはやζ れには間翻して行かず，位

格ジャンプを鎚として再び日没直後にゾエア

を放出する、日思議ザズム、を呈するように

なり.{殴体数も増加する。舟の位相と極めて

良く合う，にのような→定のパターンをもっ

、semi-lunarrhythm、が認められる。

また， 8没は夏から款にかけて l時額以上

も卒まるc ゾエア放出 1)ズムが、日渇期リズ

ム、を皐している時，日没の早まりに応じて

って行く。さらに， 、臼潟期リズム、を

5さしているとき，縮かくみると毎汚の天候に

よって少し卒くなったり遅くなったりする。

これは天候Kよって明るさが一定限度以下lと

になる時刻が奥なっているためと思われる。

以上のζ とから，ゾヱア放よらが、8周期ワズ

ム、、を呈しているとき， du百kがゾエア放出の

lつの cueとなっていることを示唆している。

9月半ばになり，個体数も少なくなってく

ると，上記のパターンが月の位相と幾分ず、れ

てくるのが綴察された。



第 12思 議 演 要 旨

ショウジョウパエ神経原細胞核の多能性

岡田 益吉(筑波大学生物科学系)

分化した細胞や明らかに決定を受けている

細胞の核が未だに多能性を有‘するか密かに関

してはまだ決定的な解決を見ていない。

演者はシ 3 ウジョウパエを用いて，明らか

に神経細胞になるべく決定されている総臨で

ある neuroblast から核を取出しそれを初期

卵割期の匹子に移植して乙の核が多能性を有

するかどうか検討した。

Donorとして野性型(ORE-R)のneuro-

blastを使用し， hostlcは y，v， f， maI; bw 

を使用した。この組合わせの利点は donor核

を含む鰻胞が体表にあった場合は cuticleの

色と純毛の形態で host の総織との chimera

を作るので donor核の存在位置を簡単に知り

得るのみならず内部器官lζchimeraが生じた

場合には野性型細胞からv-物質 (kynurenine)

が供給されるためhostの眼がそれ自身の遺伝

子型に関係なく着色するのでchimeraの存在

を知り得る ζ と，さらに組織化学的に mal+

の総患を染め出す乙とが出来ることなどであ

る。 DonorのstageはlOa-d-.11a-d 

(Bownesi1 9 7 5による。産卵後25"Cで10-12

時間)0 Hostの stageは初期卵割期(産卵

後 1時間以内，按の数は16-64)。移植に用

いた針は先端部の内径8.5 9μmであるο

Donor蕊子の脳原基に針を刺入してneuro-

blastsおよび gang1ionce 11s を数入すると，

大型の線胞である neuroblastsのみ紹路膜が

破れて核が遊離して来る。ぞれそそのまま，

host卵に後極から注入する。紋を移植され

た host卵を180Cで癖卵し，野化した幼虫は

250Cで成虫になるまで朗育する。羽化した成

虫がchimeraかどうかを検討する。 Host の

限が着色するのは幼虫の脂肪組織に野性型の

核が存在した場合のみであって，それ以外の

場所に野性裂の細臨が存在した場合には阪の

色でchimeraを判定出来なかったのでaldεy-

deoxidase活性の染色カ境、要で、あった。 Neuro-

blastの核と比較するために cellularblas暢

tod記rmの核および卵黄核の移植もおとなっ

た。前者はすでにIllmensee(1973)によっ

て多能性を有することが示されているもので

あり後者は polyploidになって分裂能を失っ

ているものである。 Blastodermの核を移植

した場合は羽化した成虫の約生 5労がchime-

raであり，卵黄核を移植した場合は全く chi事

mera個体は出現しなかった。 Neuroblast

核を移植された個体(成虫となったもの)の

約 2~ぢがchimeraであった。

本実験では発生過程の脳司会構成する細胞の

うち直径10μm前後の核のみが遊離されて移

植された。もう一種類の，核の護径4μm伎

の縞控は綿綿全体として 6-8μ訟で， ζζ

iζ使用した方法では核が遊離して来ない。大

型の細胞は neuroblast のみと考えられるの

で移植された核は neuroblastの核のみと考

える。

以上の乙とから neuroblastの核は多能性

安持っていると結論したい杭 neuroblast核を

移植した場合のchimera生成率がblastoderm

核を移植した場合の半分位であることは，必ずし

もすべての neuroblast核が多能性を持って

いるとは限らない，という可能性を否定出来

ない。しかしながら chimera生成率は移植さ

れた核の数にも関係するので一概K結論出来

ないし，またcuticlechimeraが出来なかっ

た乙とも何らかの説明を必要とするであろう。



ABNORMAL METAMORPHOSIS AND ARTHROPOD EVOLUTION 

R. MATSUDA 

Centra1 Experimenta1 Farm， Research Institute， Biosystematics， CDA 

Metamorphosis is a more or 1ess conspicuous structura1 changes 

during ontogeny of an anima1. Various kinds of abnorma1 metamorph幽

osis are more or 1ess conspicuous deviation in the pattern of metaω 

morphosis from more norma1 (more common) patterns of metamorphosis 

in another sex or other individua1s (in both sexes) of the same 

ぎpecies，or in other species of the group (genus and above) to 

which the species in question be1ongs. 

Abnorma1 metamorphosis occurs， as we sha11 repeated1y see in 
the text， a1ways in changing日nvironmentsor in unusua1 environments. 

Endocrino10gists， especial1y insect endocrinologists have gradua11y 
become aware of the fact that abnorma1 metamorphosis (such as caste 

differentiation， some cases of neoteny) 註swe11 as some abnorma1 

behaviors， diapause， etc are effected by specia1 environmenta1 
factors which cause hormona1 disturbances魯 Inthe 1atest symposium 

on insect po1ymorphism (caste and phase determination) he1d in 

Washington D.C. (1976) the. increasing awareness of the importance 

of this aspect of morphogenesis is c1ear in the introductory remarks 

by M. LOSCHER (1976) who says "It has become c1ear that in a1most 

a11 careful1y investigated cases the ext母rna1factors inf1uence the 

endocrine system and that hormones are u1timate1y responsib1e for 

(蕊orph) determination". In this work an attempt is made to ana1yze 

1ess c1ear1y recognized cases of abnorma1 metamorphosis in insects 

and other arthropods， and see their bearings upon evo1ution. 
The methods of ana1ysis of facts is as shown in figure 1. In 

the diagram the genetic changes are a1so shown to cause changes in 

h9r~ona1 activity. However， this aspect is usua11y neg1igib1e， 
since in insects and apparent1y a1so in other証rthropods，the direct 

inf1uence of environmenta1 factors upon the hormona1 activity is 

overwhe1ming. As far昌sthe insect endocrini1ogica1 1iterature is 

concerned， NOVAK (1宮75) counted 6.000 references， and certainiy 
some of the facts and estab1ished princip1es in this vast body of 

1iterature areusefu1 in interpreting the cases of abnorma1 metaへ
morphosis in insects. Endocrino1ogy of other groups of the Arthro倫

podi (Crusta.cea， Myriapoda， and Arachnida)， however， remains much 
1ess satisfactor孟ir known than .insect endocrino1ogy~ and the infe-

rence that can be made with regard to the hormona1 mechanism of ab岬

norma1 metamorphosis is much mOre 1imited. Yet， a summary of.re1e崎

vant endocrino1ogica1 know1e<Ige is given for each group， to see， how 

much more remains to'be 1earned. 
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Despite some inconclusiveness号事， the result of this study ihows 

that integration of the endocrinological knowledge into the study 

of evolution wil1 clarify some principles of structural evolution 

and that it may make macroevolution more plausible. 

Kinds and degrees of皐bnormalmetamorphosis 

Modes of abnorm墨1metamorphosis can be classified into following 

categories and subcategories which are not always distinct from one 

e.noth邑r.

Ne旦主主旦工 Neoteny refers to the condition where the gonad com-

pletes its development prematurely before the normal differentiation 

of imaginal structures has been completed. In the reproductively 

functional adults thus produced imaginal structures remains incomple叫

tely differentiated， some structures in immature stages maybe retained， 
and compensatory development of structures (increased differentiaton ' 

of preexisting structur告sand dεvelopment of new structures)冶 ccurs。

Based on the number of molts these neotenous arthropods undergo 

neoteny can be classified into two categories， prothetely and盟主主戸

生竺註工， the terms that have been in use in insect endocrinology. 

When an insect becomes neotenous adult after undergoing normal or 

more than normal numbers of molts， the condition is metathetelYi 

when an insect becomes a neotenous adult after undergoing less than 

nor蕊昌1numbers of molts， the condition is prothetely. The neotenous 

insects produced through prothetely can be essentially larval (nym-

phal) or pup晶玉 in somatic differentiation， and the production of such 

conspicuous neotenous insects is often cal1ed "paedogenesis". Pro-

thetely 在Isoresults in reproductively non-functional juvenile castes 

in ants and termites. 

Neoteny may occur only in one sex or in both sexes. In insects 

neoteny OCCUTS f昌rmore frequ母ntlyin the female than in the male 

for the reason discussed later. In a presumed phylogenetic sequence 

(e.g. Conchostraca-Cl丘doceracomplex， Blatt丘ria-Isoptera，etc) the 

neotenous fe札tures (either in terms of arrest of development of struc相

tures alone， or in terms of both arrest of development and compen-
satory development of structures) has become increasingly pronounced， 
and such phylogenetic trend is termed here "phylogenetic neoteny". 

担竺主思ιon When a large scale elimination of developmental 

stagesoccur in att丘iningthe definitive adult stage， the condition is 
called "acc色leration". The consequence of acceleration is a normal 

adult. or a neotenous adult， or an adult with drastically different 

理士ructures (halm丘tometamorphosis). Acceleration is ther告forξ essent幽

ially the same as prothetely. The 
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as a more general term r号ferringto the substantial elimination of 

developmenta1 stages in non峨 insectanarthropods. 

tialmatometamorphosis Halmatometamorphosis is an excessive meta向

mo1'phosis that occurs in pa1'asitic (especial1y in endoparasitic) 

arthropods. When arth1'opods enter the parasitic stage， they may 
und申1'gosuch a drastic metamorphosis .that adults are not comparab1e 

with any deve10pmenta1 stage or the adu1t of any free 1iving ancesω 

tr品1species. For such profound meta恋orphosisthe term "halmatome主皇"

morphosis" (ha1m証tos 1eap) is proposed here. The p1'oces5 of 

ha1matometamo1'phosis consists of degeneration of 1arva1 structures 

and construction of nove1 structures adapted for the parasitic 1ife. 

Caenogenesi s Caenogenesis refers to the constructive (and 

adaptive) deve10p宮lentof structures during embryonic， 1呈rva1，畠nd

pupa1 stag告s. Caenogenetic 詰tructu1'esrepresent eithe1' the structu1'es 

that were never present in th母 adu1tancestor (sensu Haeckel)， 01' the 

embryonic， larv呂1andpupa1 modifications of the structures which we1'e 

present or could have been present in the adult ancestor (MATSUDA 

1976). The caenogenetic structu1'es are usu品l1ynot carried.into 

the adu1t stage. 

Bypermeta滋orpho註豆:町rpermetamorphosisis耳lU1tip1e (an尋問c-

cessiv己) modifications of structures associated with alteration of 

hosts during immature stages in some h010metabolous insects. 

Hyperme主anorphosiscan be regarded証sa special form of caenogen寺sis.

Production of juvenile socia1 castes In some groups of 

ins母cts (ants， bees， and termites) two or more functiona11y different 

castes (within the same sex) coexist; castes differentiation occurs 

on1y in th合 female (ants and bees) or in both sexes(termites). The 

reproductively non脚 function品工 castes in ants and t宮古mites (worker 

and solidier) are essentially juvenile and results from prothetely; 

a neotenous caste 註Isooccurs in termites and ants. In b号車sthε 

reproductively non叩 functiona1worker is notjuvenile 日xceptfor the 

female gonad. 

11 
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HORSESHOE CRABS IN THE BAY OF KASAOKA 

K. TSUCHIYA 

Horseshoe Crab Reservation Center， Kasaoka-shi 

Widespread deteriolation of environment in the bay of Kasa-

oka has adversely been affecting the population of the horseshoe 

crab in this area. An inning project being carried out this 30 

years in the bay area has ruined sand beds where horseshoe crabs 

lay their eggs， and has decayed their habitat. The small number 

of horsrshoe crabs survive~ the suffering clinging to a minute 

designated reservation area. Even this reservation area seems not 

to provide them with a shelter of safety. Sea water polution and 

rottenness of the sea bottom have already started in this area~ 

The poluted sea water is hazardous forlabile larvae just after 

the ecdysis and for adults which were released after deprived of 

a part of the blood an indicator reagent ofendotoxin. 

HORSESHOE， CRABS IN THE BAY OF lMARI 

G. YOSHINAGA and H. HARADA 

Imari Senior High School， Saga 

ELECTROPHORETICAL AND IMMUNOLOGICAL COMPARISONS BETWEEN THE 

PROTEIN COMPONENTS IN THE PERIVITELLINE FLUID FROM TACHYPLEUS 

TRIDENTATUS AND LIMULUS POLYPHEMUS 

H. SUGITA and K. SEKIGUCHI 

Zoological Institute， Tokyo Kyoiku University， and Institute of 
Biological Sciences， The University of Tsukuba 

The electrophoretical patterns of the perivitelline fluid 

from Limulu8 embryos suggested the existence ofa protein， which 
was partially identical for the antigenicity w土ththe B句 1protein 

of Tασhypleu8， from the 1st through the 4th embryonic moulting 
stage'. 

The antiserum， against the perivitelline fluid from the 

s.tage 20 embryos of Tασhypleu8 reacted with hemocyanin that was 

detectable in the extract from embryos of Limulu8 to produce pre-

cipitin line(s) in an agar plate. 
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ON THE FO設MAT10NOF THE 1NNER EGG-MEMBRANE 1N THB EXTRA暢 EMBRYON1C

AREA OF THB JAPANES志 HORSESHOECRAB， TACHYPLEUS TRIDENTATUS 

K. SEKIGUCHI ( T. MAKIO在A.and T. SATO* 

1nstitute of Bio1ogica1 Sci母nces.The University of Tsukuba. and 

Ueno High Schoo1. Tokyo* 

The inner egg齢 membraneconsisting of a thin outer and a 

thick inner 1ayers is produced and secreted by the blastoderm ce11s 

during theperiod of about 7 days， St昌喜阜 11 to 14 (St晶gingby SEKI 

GUCHI， 1973). During the first 3 day話， the outer lay倍ris gradual崎

ly formed on the outer free surfaee of the everyblastoderm cells 

which are growin草 intheir hi草htduring that period. 1n the sub-

sequent 4 days， the inner layer is rapidly formed. lining the in峨

side of the outer layer. "on the blastoderm cells， which are becollト
士nginvoluted probably through rapid release of the secretory ma怠幽

erial. Both layers seem to origin器t愈 fromfine secretory granules 

produced by the Golgi complexes. 

D1STR1BUT10N OF THE CLOTTABLE PROTEIN AMONG HEMOCYTES IN THE 

JAPANBSE HORSESHOB CRAB， TACHYPLEUS TRIDENTATUS 

F. SHISHIまURA芳 J. CHIBAr and K， SEKIGUCHI 

1nstitute of Biological Sciences倉 TheUniversity of Tsukuba， and 
Dep皐主士宮lentof Pathology，r電器tionalInsti tt主主eof Health， Tokyo会

The clottable protein. one of the f皐ctorsin the blood ccト

agulation system of the Zeus blood， was located among the 
he混合cytesand in the single h宮mocytes.

The fluorescens wa.s demonstrated in granules which were 

packed in one of the hemocy士号 specif's d務部ignatedas type B by the 

authors. 

MORPHOGENETIC MOVEMENT OF THE B蕊BRYOOF THB HORSES混合意 C玄AB

AND EFFECTS OF SOME RBAGENTS ON 1T 

T. 1TOW and K. SEKIGUCHI 

Tokyo Kyoiku University， and The University of Tsukuba 
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The process 'of morphogenetic movement in the embryo of the 

horseshoe crab were examined by time lapse chinematographic and 

histological techniques. The morphogenetic movement was disturbed 

by the treatment of the embryo with the chemical reagents such as 

cytochalasin B and dithiothreitol and segment-defective embryos 

were induced. In the segment-defective embryos the defect or 

fusion of appendages and segments occurred mainly in the 3rd seg-

ment. 

MORPHOGENETIC MOVEMENT OF THE EMBRYO OF THE HORSESHOE CRAB 

AND EFFECTS OF SOME REAGENTS ON IT 

T. ITOW and K. SEKIGUCHI 

Tokyo Kyoiku University and The University of Tsukuba 

The morphogenesis of horseshoe crab embryo was analysed by 

means of time-lapse cinematography and histological technique， in 
combination with 旦pplicationof chemical inhi~itors. The epibolic 

movement of cells during the morphogenesis was repressed when an 

embryo was treated with cytochalasin B， dithiothreitol and other 
chemicals. This influenced the embryo to become a monster with 

defective number of body segments. In this type of monster the 

disturbance of the segmentation was usually observed in the 3rd 

segment as deficiency or fusion of appendages or the whole segment. 

COMPARISON OF THE POSTEMBRYONIC DEVELOPMENT OF THE JAPANESE HORSE-

SHOE CRAB AND THE AMERICAN SPECIES [ 1 1 

K. SEKIGUCHI 

Institute of Biological Sciences， The University of Tsukuba 

The postembryonic development of the Japanese horseshoe 

crab， Tασhypleus tridentαtus， and the American species， Limulus 
poZyphemus， was comparatively described and reported here. 
The larvae of both species were raised at the author's laboratory 

under practically same condition. The larvae have been observed 

for their growth and morphological change during the period of 3 

to 5 years since the stage just after the hatching out. As far as 

the development under the laboratory condition and in the designated 

period was concerned tbe American species grows more rapidly than 

the Japanese species. 
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ON THE EGG-EXFOL1AT10N FROM ERYTRA OF THE MALE DIPLONYCHUS MAJOR 

(BELOSTOMAT1DAE， HETEROPTERA) 

H. ANDO 

Sugadaira Biological Laboratory， Tokyo Kyoiku University 

ON THE ORIGIN OF FAT BODY CELLS 1N BOMBYXMORI EMBRYO 

S. SATO 

Entomological Laboratory， Tokyo University of Agriculture 

In the embryo 24 hrs before katatrepsis two different types 

of yolk cells were observed. The most of the yolk cells were en-

. closed in mid-gut. However， some small yolk cells remained in the 
body cavity. Those small yolk cells were observed aggregating and 

anastomosing each other in the embryo at the stage 24 hrs before 

hatching. Those cells were presumably organi'Zed to form the larv-

al fat bodies. 

STUDIES ON THE EMBRYON1C DEVELOPMENT OF THE SILKWORM， BOMBYX MORI 
111. EFFECTS OF ULTRAV10LET 1RRAD1AT10N ON THE EARLY DEVELOPMENT 

Y. KOBAYASHI 

Laboratory of Applied Entomology， Faculty of Agriculture， 1wate 

University 

UV-irradiation of the silkworm egg during the process of 

cleavage seems to give some deteriolative effects chiefly to the 

periplasm. 1n the egg irra~iated at a part of embryonic region 

an abnormal blastoderm with unusually large blastoderm cells was 

formed， probably caused by abnormal process of penetration of 
energids into the periplasm. This resulted in a splitted or half 

embryo. 

The results was explained by an interaction between peri拘

plasm and cleavage nuclei. 
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RELATIONS BETWEEN SYNTHETIC ACTIVITIES AND SIZE OF NUCLEOLUS AT 

DIAPAUSING STATE OF BOMBYX MORI 

S. KURATA and B. SAKAGUCHI 

Faculty of Agriculture， Kyushu University 

Rate of rRNA synthesis and size ofnucleolus of Bombyx mori 

were studied during and after the diapause. 

In diapausing embryo the size of nucl号iwas smalland no rRNA 

synthesis was detectable， but as extricated from the diapaus~ ， the 

nucleolus became larger and rate of rRNA synthesis was increased. 

ELECTRON MICROSCOPIC OBSERVATIONS ON EMBRYONIC DEVELOPMENT OF 

ALIMENTARY CANAL AND MALPIGHIAN TUBULES IN THE SILKWORM 

K. MIYA 

Laboratory of Applied Entomology， Faculty of Agriculture， 
Iwate University 

Ultrastructural changes of alimentary canal and Malpighian 

tubules were examined in the silkworm embryo at the stage from 

append丘geformation to body pigmentation. Midgut epithelial cells 

repres告ntedmost characteristic changes among cel1 types observed. 

Remarkable decrease of glycogen granules， appearance of broader 
empty spaces， larger vacuoles and concentric whirls of granular 
endoplasmic reticulum with progress of development， and changes in 
structure of cylinder， goblet and generative cells were noticed as 

especially conspicuous features. 

MITOCHONDRIAL CHANGES DURING THE OOGENESIS OF THE MANTIS， 

PARATENODERA ARIDIFOLIA 

K. OGI and Y. IWAIKAWA 

Biological Laboratory， College of General Education， 
Nagoya University 

Changes of organelles in the mantis primary oocytes were 

studied in electron microscopy. Mitochondria were generally small 

ln size and in number in the oocytes at the leptotene and the zygo幽

tene stage. In the pachytene oocytes， they were found evenly dist幽
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ribut母dthroughout ‘th... c母11and some of them show an increase in 

1ength up to more thu正;1.011m. At the dip10tene stage) mitochondria 

exhibi ted various'導8Tmsand were mos主 abunduntin theperiphery of 

the oocyte and the vicinity of the nuc1eus. It was revea1ed by 

seri誌1sections th畠tthe mitochondria 10cated ne草rthe nuc1ear en'-

ve10p母 showeda comp1icated1y branched shape. 

X-GLAND IN THE EMBRYOS AND CURIOUS CELLS IN THE lMAGOS OF STENO暢

PSYCHE GRISEIPENNIS MACLACHLAN (TRICHOPTERA， STENOPSYCHIDAE) 

K. MIYAKAWA 

Gakyshu-in Junior High School，Tokyo 

X-gland wasfound near the femuro-tibia1 joint of the thora-

cic 1egs of the embryos ‘ This was マepresentedby a huge two-nuc1e-

ated synctium， easily di草criffiinatedfrom the surrounding tissues 

and containing a 1arge number of vacuoles 呈nda duct 1ike structure 

which runs around the two nuc1ei forming a 1oop. Cu1'ious ce11s of 

a sperm-like sh皐pewere found in the body cavity of the posterio1' 

end of the abdomen of the adu1t insects forming a pair of 1a1'ge 

cell網 masses. Their head and tai1 a1'e 16 11m and 560ロm in 1ength， 
1'espective1y. Although it is uncertain whether those cel1s be10ng 

to the individual or they a1'e parasites， the cells seemed to arise 
at a young stage of the1arva f1'om haemocyte怖 likef1'ee cells. 

ON THE MULTINUCLEAR EGGS FOUND IN THE OVARIAN CAVITIES OF PARDOSA 

T-INSIGNITA (LYCOSIDAE， ARANEAE) 

禁. YOSHIまURAand T. KONDO 

Depa1'tment of Bio10gy， Facu1ty of Science， Kumamoto University 

f¥iu1 tinuclear eggs were found in the ova1'ian cavi ties of two 

females of PαrdosαT-insignita afte1' oviposition. In 31 eggs of a 

fema1e the number of nuc1ei of mo1'e than 10ロm in diameter， on an 
aVEl1'ag母， was 125.40 per egg and in 11 eggs of another one that was 

152.64 pe1' egg. On an average the eggs in the fo1'mer measU1'ed 

about 662 llm in diamete1' and those in the 1atter about 588 llm in 

diamete1'. Nuclei were of various size and the 1argest ones were 

証bout21μm in diamete1' in both individua1s. It seems 1ike1y that 

as a resu1t of ove1'1'ipeness of the egg mu1tip1e insemination occurred. 
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A PRELIMINARY EXPERIMENT OF THE CENTRIFUGAL EFFECT ON THE DEVELOP-

MENT OF THE SPIDER EGGS AND THEIR RECOVERY OF THE DEVELOPMENT 

A. KONDO and K. NAKABAYASHI 

Department of Bio1ogy， Facu1ty of Science， Toho University， Funa-
bashi， Chiba 

Experimenta1 studies of the centrifuged spider eggs have re情

vea1ed the re1ationship between intensity of centrifugation and 

abnorma1ity of the deve10pment (SEKIGUCHI 1957， EHN 1962). A1though 

the 1土ghtmicroscopic structures of the centrifuged spider eggs have 

been showed， as to the u1trastructures， know1edge has not been ac-
cumu1ated at a11. Prior to the e1ectronmicroscopic studies， in the 
Lycosiid， Argiopiid. Theridiid and Sa1ticiidspiders the 1ight micro-
scopic observations were carried out on the eggs centrifuged for 10 

to 30 minutes at 1.000 to 3.000 rpm at room temperature. The re-

covery fron abnorma1 deve10pment was obtained quick1y， within about 
30 minutes ， to a certain extent of centrifugation. 

EFFECTS OF ULTRAVIOLET IRRADIATION UPON THE FORMATION OF POLE CELLS 

AND THE RE四 ENTRYOF THE CELLS OF CHIRONOMUS SAMOENSIS EDWARDS 

H. YAJIMA 

Department of Bio1ogy， Facu1ty of Sci告nce，Ibaraki University 

A degeneration of the po1e ce11s of Chironomus sαmoens.is 

embryos in a 1ater stage occurs after the u1travio1et irradiation 

of the egg during the formation of po1e ce11s. The embryos in which 

the degeneration of po1e ce11s occurs increased in number with the 

increment of duration of exposure to UV. Such a UV-effect is photo-

reversed by a successive irradiation of 10nger wave 1ength 1ight. 

How告ver，a1tho咋hby the photoreversion tre旦tmentthe po1e ce11s 

avoid the degeneration， the re “ entry of them into the embryo is 
inhibited in most cases. The present rεsu1ts may show that the ef幽

fective targets re1ating to the degeneration of pole ce11s diff母T

from those concerning th日 inhibitionof re-entry of pole cel1s and 

that a preliminary m母tabo1icprocess which is responsib1e for the 

m証in士号n丘nceof the cells occurs during the formation of the po1e 

cells. 
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STUDIES ON THE CALYX FLUID OF APANTELES GLOMERATUS WITH SPECIAL 

REFERENCE TO THE ENCAPSULATION-INHIBITING FACTOR(S) 

H. KITANO and N. NAKATSUJI 

Department of Zoo1ogy， Facu1ty of Science， Kyoto University 

The ca1yx f1uid in the 1atera1 oviduct of a gregarious para-

sitoid， ApαnteZes gZomeratus inc1uded e11ipsoid partic1es of ca. 
130 x 200 nm. These partic1es were produced in the nuc1ei of ca1yx 

ce11s 10cated in the ca1yx region 0王 1atera1oviduct of the para凶

sitoid. The resu1ts of injection of G-25 Sephadex partic1es Soge-

ther with ca1yx f1uid， or of ca1yx fluid幽 free，2 to 3 hours o1d 

eggs into host 1arvae suggested that neither the ca1yx f1uid nor 

the ca1yx f1uid partic1es of the parasitoid might be encapsu1ation 

-inhibiting factor(s) in the egg stage of the parasitoid. 

DEVELOPMENT OF A PYCNOGONID， PROPALLENE LONGICEPS 
III. FURTHER STUDIES OF EARLY EMBRYOS 

K. NAKAMURA 

Kunitachi Senior High School， Metropo1itan Tokyo 

The young embryos of PropαZZene Zongiaeps were observed for 

their surface architecture on fresh materia1s and fixed materia1s. 

Histo1ogica1 penetrations were a1so examined. When raised at 250C 

the first c1eavage occurred 6 to 10 hrs after the oviposition. 

This c1eavage was tota1 and unequal type， resu1 ting a mic'romere 

and a macromere at two ce11 stage. The macromere 10cated towards 

the egg-sta1k to which thehead of the embryo wi11 be directed in 

future. Later cleavages take p1ace every two hours. At 64-ce11 

stage， many nuc1ei had migrated to the surface of the embryo and 
the centra1 part became less nuc1eated. In the next stage the 

b1astoderm was formed and then stomodeum was soon formed at the 

anterior po1e facing to the egg-sta1k. It is c1ear that the first 

cleavage occurs on the p1ane that is in a right ang1e to the ante-

rior-posterior axis of the future embryo. 

-36ー



STRl1CTl1RE OF THE COMPOUND ，EYE IN MANTI S CRAB， SQU ILLA OR/J.TORI;A 

AND 1TS FUNCTION 

T. YANASE， Y. OKUNO， and H. .MORI 
Department of Biology， Osaka Kyoiku University 

The compound eye is composed of J;hreepa大ts，，~he 号meY;~，or;por­

tion， the posterior portion and the ， med~ann只T主01;1そQ丹e.of .t'fP，:r:cws 
of ommatidia separated from adj acen.t .two regions. 

Light caused a graded ~epolar~~jqg JesRqn~e ， R王 .llpto ~:~D;f'1νiiR 

amplitude which was associated with a decrease ipmembrlj.I)，e、COI)，ChlC-
τ"  、 も 正 、

tance. The eye of SquilZαcontains two .ty~~s p;fs:p1o.;r ス~<:~p，tors

ultraviolet-sensitive cel1s， and green sensれivece毛1s (;.1.l1h~x; 1\ t 

550 nm ). 

The a，ction potential of a si時 1eretina1ceIiIlV351f、円!?ヰ to

fluctuate in aIIlP11tude w1th every900:rqtation of theE伊丹r;iz，iI1g
filter. 

SPAWN1NG RHYTHM OF THREE SESARMID CRABS 

M. SAIGUSA 

Zoological Institute， Faculty of Science， KyotoUniv~rsity 

Spawning of the three studied species of the crabミhows

"dai1y rllythm" in the period around full and new m08!l， b"ttwo or 

three days afterwards， it gradually synchronizecl with tifIes il:pd 

becomes to show "tidal rhythm". After a half moon， i t chapgesag，un 

to show "dai1y ~hythm". The number of spawning indi vidufl}.S ，is largel 

when the crabs are keeping daily rhythm. The resul ts show tha.t this 

semi-lunar rhythm is a superposition of tidal ?hythm on daily rhythm. 

TRANSPLANTATION OF NEUROBLAST NUCLEI 1NTO CLEAVAGE EGGS IN 

DROSOPHILA MELANOGASTER 

M. OKADA and Howard A. SCHNEIDERMAN 

The l1niversity of Tsukuba， 1nstitute'of Biological S~iences ， and 

univRr51ty of California，Center of Pathobiology，ITVin 
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Neurob1ast nu~lê主 W串rê モàÌê己n from the deve10ping brain of 

the stag母 10 11 embryos (忍OWNES，1975) of a wild-type (ORE明 R)

D. me'lαnogaoter， and transplanted into hos央eggs (y，v，f.ma'l;bω) 
at the young c1eavage st品ge. If the neuro(，last nuclei ar母 still

mu1tipotent. the resu1ting sdu1ts af昏 eXt母etedro b吾etii良昌喜h1茸leric.

Sever喜1fli皐swith亡oloredeyes which cou1d be an indic皐t-

ion of th母 fliesbeing chimeras， and some other f工ieswith inter時

nal亡himericstructur母 exhibitedby轟oa1d最hydeO文id轟曇喜善意設1010喜多

were obtained. The resu1t器 may1m喜gesttftat fieYfoblasモnutleiat 

stage 10 句 11are sti11 comp事主§訟を主治とofitfibutein the host embryo 

to form tissues oth壱fthafi ihe nervous tissue. 
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